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はじめに 

 

 

嘉手納町では、平成 25 年度から平成 29 年度の 5 年間を計画

期間とする「嘉手納町観光振興基本計画」を策定し、「嘉手納の

魅力を再発見！みんなでとりくむ交流のまちづくり」を理念に

掲げ、観光施策や観光拠点の整備に取り組んでまいりました。 

現在、嘉手納町には、嘉手納基地を展望できる「道の駅か 

でな」や、比謝川でのアクティビティ、「野國總管まつり」をはじめとする各種イベント等

に、県内外から多くの方々に足を運んでいただいておりますが、今後さらなる観光資源の

活用、観光による地域づくりが課題となっております。 

国においては、経済強化、地域活性化、雇用機会の増大といった効果を期待し、観光を

重要な成長分野として捉え、「観光立国」の実現に向け、観光に対する機運はますます高ま

りを見せています。 

また、沖縄県においても「第 5 次沖縄県観光振興基本計画」で「世界水準の観光リゾー

ト地」を将来像に掲げ、魅力ある観光体験の提供や旅行環境の整備に取り組んでおり、2020

（平成 32）年には那覇空港第 2滑走路の供用開始が予定されているなど、県内を取り巻く

観光の状況も大きく変化しています。 

このような中、社会情勢の変化や本町の観光における課題を踏まえ、この度「第 2 次嘉

手納町観光振興基本計画」を策定致しました。 

本計画に基づき、行政、各種団体、町内の事業者、そして町民の皆様が一体となった「観

光地域づくり」を推進することで、本町の認知度の向上と、魅力ある「住んでよし、訪れ

てよし」の観光地域づくりの実現に向け、一層の努力をしていきたいと考えておりますの

で、皆様には引き続きご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

平成 30年 3月 嘉手納町長 當山宏
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第 1章「第 2次嘉手納町観光振興基本計画」の策定の方針 

 

１．計画策定の背景 

 

現在、嘉手納町への来訪者は嘉手納基地を展望できる「道の駅かでな」や比謝川でのアクテ

ィビティ、広域からの集客がある商店街の飲食店舗など、多くの観光客が立ち寄るスポットが

存在し、イベントの開催により音楽のまちとしての認知度も高まっています。今後さらに知ら

れざる資源の活用を図り、観光による地域づくりが課題となります。 

また、本町には、歴史文化を生み出してきた先人たちの歴史が多く残ります。甘藷を中国か

ら琉球へ持ち帰り琉球を飢餓から救った野國總管をはじめ、琉球の英雄として三代目屋良大川

按司、阿麻和利、琉球音楽のルーツとなる幸地亀千代・奥間盛正、沖縄空手の大家・喜屋武朝

徳などの足跡や、現在も音楽、芸能、美術や技術・工芸などで活躍する方々を輩出してきまし

た。このような文化的強みを背景とすることも、本町の価値を今後さらに高めていくことにつ

ながると考えます。 

 

本町では、2013(平成 25)年度から 2017(平成 29)年の 5 年間を計画期間とする「第 1 次嘉手

納町観光振興基本計画」に基づき、「嘉手納の魅力を再発見！みんなでとりくむ交流のまちづく

り」の実現に向けて、施策を展開してきました。観光を通じて人々が交流することによる効果

として、来訪者の消費活動による地域経済の活性化や雇用の創出などの効果が得られること、

資源の活用により地域の価値が再認識され、誇りやアイデンティティの醸成につながることが

考えられます。いわゆる観光事業者だけでなく、農水産業、商工業、教育福祉など幅広い分野

の多様な主体の参画により、より良い地域づくりを観光により進めていきたい。そのような「観

光地域づくり」の考え方のもとで、嘉手納町の観光を考えていきます。 

 

２．計画策定の目的 

 

2013(平成 25)年から 2017(平成 29)年の 5 年間を計画期間とする「第 1 次嘉手納町観光振興

基本計画」の終了年である 2017（平成 29）年度を迎えることや、沖縄県の入域観光客数の大幅

な増加、特に外国人観光客の増加など、沖縄県及び嘉手納町の観光を取り巻く状況の変化も見

られることから、これまで進めてきた各施策を検証し、観光地域づくりを推進するための「第

2次嘉手納町観光振興基本計画」を策定することを目的とします。 
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３．「第 2次嘉手納町観光振興基本計画」の位置づけ 

 

「第 2 次嘉手納町観光振興基本計画」は、嘉手納町の上位計画である「第 4 次嘉手納町総合計

画」及びその他の関連計画と密接に関連し、かつ国及び沖縄県の観光関連計画等との整合を図り、

進めるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画期間 

 

 本計画の計画期間は 2018(平成 30)年度から 2024(平成 36)年度までの 7年間とします。 

 

 

第2次嘉手納町観光振興基本計画 

 

個別計画 
国の観光政策 

・観光立国推進基本法 

・改正沖縄振興特別措置法 

・沖縄振興基本方針 

県の観光政策 

・沖縄 21 世紀ビジョン 

・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画 

・沖縄観光振興基本計画（第 5次） 

・沖縄観光推進ロードマップ 

・沖縄MICE 振興戦略 

整合・連携 

第 4次嘉手納町総合計画 
 計画期間 基本構想：平成21年度から平成 30年度までの 10年間 

前期基本計画：平成 21年度から平成25年度までの5年間 

後期基本計画：平成 26年度から平成30年度までの5年間 

基本理念 支え合い、人づくり、安心、賑わい 

将来像   ひと、みらい輝く交流のまち かでな 

（観光に関連した）基本方向 活き活きとした生活と賑わいを育むまちづくり 

  

都市計画マスタープラン 

 

緑の基本計画 

 

住宅マスタープラン 
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第２章 観光を取り巻く動向 

 

１．国の観光動向 

 

 国では、経済強化、地域活性化、雇用機会の増大などの効果を期待し、観光立国の実現に向けた施策

を総合的かつ計画的に推進してきました。平成 18 年に「観光立国推進基本法」が成立したのを機に、

2012 (平成 24)年には「観光立国推進基本計画」（2012(平成 24)年度～2016(平成 28年)度（5年間））を

閣議決定、2016(平成 28)年には「明日の日本を支える観光ビジョン」（2016(平成 28)年 3月明日の日本

を支える観光ビジョン構想閣議決定）を策定しました。 

 さらに、観光は我が国の成長戦略の柱、地方創生への切り札であるという認識のもと、拡大する世界

の観光需要をとりこみ、世界が訪れたくなる「観光先進国・日本」への飛躍を図るとともに、観光立国

の実現に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、新たな「観光立国推進基本計画」（2017(平

成 29)年度～2020(平成 32)年度（4年間））が閣議決定されました。 

  

【観光立国の実現に関する施策についての基本的な方針・目標】 

①国民経済の発展 

観光を我が国の基幹産業へ成長させ、日本経済を牽引するとともに、地域に活力を与える。 

②国際相互理解の推進 

観光を通じて国際感覚に優れた人材を育み、外国の人々の我が国への理解を深める。 

③国民生活の安定向上 

全ての旅行者が「旅の喜び」を実感できるような環境を整え、観光により明日への活力を生

み出す。 

④災害、事故等へのリスクへの備え 

国内外の旅行者が安全・安心に楽しめる環境をつくり上げる。観光を通じて東北の復興を加

速化する。 
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出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」 

 

（１）国内観光・旅行の推移 

 

2016(平成 28)年の日本人国内延べ旅行者数は 6億 4,108万人（前年比 6.0％増）となり、うち宿泊旅

行が 3億 2,566万人（前年比 4.0％増）、日帰り旅行が 3億 1,542万人（前年比 8.1％増）となりました。

過去 7年の推移をみると、日本人国内延べ旅行者数は、宿泊・日帰り旅行ともに、横ばいの傾向となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）国内旅行消費額の推移 

 

 国内旅行消費額については、2014(平成 26)年は対前年で減少したものの、2015（平成 27）年、20168

平成 28）年ともに増加し 20.9 兆円となりました。過去 7 年の推移をみると、日本人国内延べ旅行者数

の傾向と同様に、国内旅行消費額は横ばいであるといえます。 

日本人海外旅行（国内分）や訪日外国人旅行等による消費額を含めた国全体の旅行消費額の推移をみ

ると、過去 3年間で訪日外国人の消費額は急速に増加し、旅行消費額全体の約 15％を占めるようになっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

国内旅行全体 63,130 61,253 61,275 63,095 59,522 60,472 64,108

宿泊旅行 31,753 31,356 31,555 32,042 29,788 31,299 32,566

日帰り旅行 31,406 29,896 29,720 31,053 29,734 29,173 31,542
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資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」

（兆円）

出典
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日本人国内日帰り旅行 日本人国内宿泊旅行 （単位： 兆円）

出典
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（３）訪日外国人旅行の受入状況及び消費額の推移 

 

 訪日外国人旅行者数は 2011年頃より年々増加し、2016(平成 28)年は過去最高となる 2403 万 9,053人

（対前年比 21.8％増）を記録しました。また、訪日外国人旅行者の消費額では、2016(平成 28)年の一

人当たり消費額は 15 万 5,896 円であり、これに訪日外国客数を乗じて算出される訪日外国人旅行消費

額は、3兆 7,476億円（対前年比 7.8％増）と推計され、過去最高となりました。 

2011(平成 23)年頃からの訪日外国人旅行者数の増加に伴い、消費額も増加傾向にあり、国内観光・旅

行市場における外国人旅行者の重要性は増しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）延べ宿泊者数（全体）及び外国人延べ宿泊者数の地方ブロック別対前年比 

 

2016(平成 28)年の地方ブロック別延べ宿泊

者数について、対前年比でみると、北海道及

び沖縄地方では増加となりました。また、外

国人延べ宿泊者数は、10地方のうち 9地方で

伸びており、特に四国地方の伸び率が高くな

りました。 
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-20%

-10%
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10%
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50%

延べ宿泊者数

外国人延べ宿泊者数
資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」

注１：2015年(平成27年)の確定値と2016年(平成28年)の速報値を比較した

延べ宿泊者数平均対前年比 -2.0%

外国人延べ宿泊者数平均対前年比 8.0%

北海道 東北 関東 北陸信越 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄

出典
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（５）地方ブロック都道府県別外国人延べ宿泊者の国・地域別構成比 

 

2016（平成 28）年における地方ブロック別外国人延べ宿泊者について、国籍別にみると、中国からの

宿泊者が三大都市圏を中心に 4地方で、韓国からの宿泊者が九州を中心に 2地方で、台湾からの宿泊者

がそれ以外の 4地方で高い比率を占めました。 
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資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」

注１：欧州は英国・フランス・ドイツの３カ国

出典
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２．沖縄県の観光動向 

 

（１）沖縄県の観光動向 

 

沖縄県では、2010(平成 22)年に県民が望む沖縄の将来像を示した「沖縄 21世紀ビジョン」を策定し、

2012(平成 24)年に今後の沖縄振興分野を包含する総合的な基本計画である「沖縄 21 世紀ビジョン基本

計画」及び具体的取組をまとめた「沖縄 21 世紀ビジョン実施計画」に基づき各種事業を推進していま

す。 

また、観光を県経済のリーディング産業と位置づけ、沖縄県観光振興条例（1979(昭和 54)年条例第

39 号）第 7 条に基づき、1976(昭和 51)年度より 4 次にわたり観光振興基本計画を策定し、基盤整備等

を進めてきました。 

また、あわせて、2002(平成 14)年に国が策定した沖縄振興計画における分野別計画として 3次にわた

る観光振興計画を策定し、具体的な取組を進めてきた結果、現在、国内有数の観光・リゾート地として

の評価を得ています。 

近年の動向を踏まえ、持続的に沖縄観光を維持・発展させ、更に今後とも沖縄観光が県経済を牽引し、

わが国の経済発展にも寄与していくためには、国内外市場の戦略的開拓や環境と共生する観光地への展

開、沖縄観光ブランドの構築などに積極的に取り組んでいく必要があることから、平成 29年 3月に「第

5次沖縄県観光振興基本計画 改訂版」を策定し、この基本計画に掲げる目標の達成を目指し、官民一体

となって観光振興施策を推進していくために、「沖縄観光推進ロードマップ」も策定しています。 

また、「沖縄県観光振興基本計画」においては、MICE 振興によるビジネスツーリズムを沖縄観光の新

機軸と位置づけ、観光分野を中心とした MICE振興の取組強化を図っていくこととしています。 

 

第 5次沖縄県観光振興基本計画 改訂版 

＜将来像＞ 世界水準の観光リゾート地 

洗練された観光地としての基本的な品質を確保す

るとともに、独自の観光価値を発揮することにより、

アジア・太平洋地域における競合地との比較対照の

中で「沖縄／OKINAWA」のポジションが確立され、国

内外において高いブランド力を保持する観光リゾー

ト地として認知された状態となっている。 

＜施策の基本方向＞ 

(1)多様で魅力ある観光体験の提供 

(2)基盤となる旅行環境の整備 

(3)観光産業の安定性確保 

(4)効果的なマーケティング 

(5)推進体制の再構築 
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（２）民泊への取組 

 

2017(平成 29)年 6月に、「住宅宿泊事業法（民泊新法）」が成立し、家主が都道府県などに届け出れば、

ホテルや旅館が原則として営業できない住宅専用地域においても、自治体の条例の制限範囲内で民泊事

業ができるようになりました。急増する外国人旅行客の宿泊先不足が見込まれる中、その受け皿となる

ことが期待されます。 

沖縄県においては、2018(平成 30)年 2月議会に条例案を提出し、県条例の制定の動きがあります。ま

た、沖縄県内では、修学旅行での民泊や、体験交流と地域活性化を目的とした民泊の実績を多く有して

います。今後、民泊新法を受け、受入民家が広がることで、離島や過疎地等で交流人口が増え、地域の

活性化の起爆剤となる可能性が見込まれます。 

 

（３）観光地域づくりに向けた取組 

 

観光庁では、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の

視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、日本版 DMOの構築が進められています。沖縄県におい

て観光に関する推進組織体はほぼ法人格を有しており、市町村単位の観光協会及び周辺市町村連携にお

ける DMO設立の動きが広がっています。 

  

（４）沖縄県の観光発展の推移 

 

2016（平成 28）年度の入域観光客数は、861万 3,100人となったことで前年度実績 776万 3,000人を

85 万 100人上回り、11.95％の増加となりました。 

このうち、国内客は前年度実績から 26万 9,200人(+4.3％)増加の 653万 1,000人、外国客は 58万 900

人増加の 208万 2,100人（対前年比 38.7％増）となりました。 
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出所：沖縄県「平成28年度観光統計要覧」出典
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（５）外国人観光客数の推移（空海路別） 

 

全体として円安傾向であったことに伴い、訪日旅行需要が高かったことに加え、官民一体となった継

続的なプロモーションの展開等による航空路線の拡充や、クルーズ船の例年より長い運航期間と寄港回

数の大幅増などが入込増の主な要因と考えられます。 

台湾、韓国、香港は安定して増加、中国本土は、天津や杭州など新規路線を含む航空路線の拡充とク

ルーズ船の寄港回数増により、空路客・海路客ともに大幅に増加し、いずれも過去最高の入込となりま

した。2016(平成 28)年度は、訪日旅行需要の高まりに加え、東アジアの主要国・地域において航空路線

拡充の動きがあることや、クルーズ船の寄港回数増が予定されていることなどから、引き続き、好調に

推移するものと見込まれます。 

 

（６）観光入込客数（2016(平成 28)年度 月別） 

 

2017(平成29)年度8月の入域観光客数は、

100 万 2500人と、100万人を超える勢いと

なり、単月での過去最高を更新しました。

また、2016(平成 28)年度は前年度に続き、

全ての月で過去最高を更新したことに加

えて、60 万人以上を記録しており、11 月

から 2月までのボトム期の底上げが進んで

きています。 
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出所：平成28年版沖縄県「観光要覧」出典
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（７）観光客入域状況 2016(平成 28)年度 

 

2016(平成 28)年度の国内客の入域状況に

ついては、国内旅行需要は全体として堅調に

推移しました。東京方面が 3268 万人と約半

数を占めており、次いで関西方面が 1373 万

人、福岡方面が 82万人と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）外国客入域状況 2016(平成 28)年度 

 

2016(平成 28)年度の国別の外国客入域状

況としては、台湾が 652万人と最も多く、次

いで韓国が 45万人、中国本土が 43万人とな

っています。 
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31%

韓国

4,520,000
21%

中国本土

4,354,000
21%

香港

2,181,000
10%

その他

3,715,000
17%

（出店：平成28年度沖縄県観光要覧）出典

東京方面

32,684,000人

49%

関西方面

13,732,000

人

21%

福岡方面

8,213,000人

12%

名古屋

5,477,000人

8%

その他

6,295,000人

10%

（出店：平成28年度沖縄県観光要覧）出典
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（９）初回来訪率とリピーター率の推移 

 

初回来訪率とリピーター率の推移では、2016(平成 28)年度はリピーター率 84.8％（2回目以降）と近

年増加傾向になっています。また、訪問回数の増加に伴い、「観光地めぐり」から「保養・休養」へと

活動内容が移行傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）平均滞在日数の推移 

 

国内客の平均滞在日数については、2016(平成 28)年度で「3.78 日」であり、近年は横ばい傾向とな

っています。 
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※出所：沖縄県「平成27年観光統計実態調査」（会議、研修、仕事、帰省親戚訪問を除く上位８項目）出典

出典：沖縄県「観光統計実態調査」 

※H12 年度、H15 年度、H18 年度は航空機内で行った大規模調査による数値 
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（11）観光客一人あたりの県内消費額 

 

2016(平成 28)年度の観光客一人あたり県内消費額をみると、観光収入としては、観光客一人当たり

県内消費額が微減となったものの、入域観光客数の大幅増により、前年度と比較して 9.6％の増加とな

りました。一人当たり県内消費額が微減となった背景として、県内宿泊施設利用を伴わないクルーズ船

客増加による影響であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）宿泊施設タイプ・延べ宿泊者数の推移 

 

2013(平成 25)年以降の延べ宿泊者数は、概ね横ばいの傾向となっています。また、宿泊施設タイプ別

でみると、リゾートホテルの延べ宿泊者数が最も多く、かつ増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宿泊費, 

22,766円, 

30%
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飲食費, 16,711

円, 22%

娯楽・入場費, 6,667円, 9%

その他, 2,367円, 3%

総額

75,297円

※出所：沖縄県「平成28年観光統計実態調査」出典
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（13）修学旅行の入込実績 

 

沖縄修学旅行の入込数では、2011(平成 23)年は東日本大震災による旅行先の振替の影響もあり、校数、

人数ともに過去最高となりましたが、2010(平成 24)年は一昨年の水準に戻りました。2011(平成 23)年

を除くと、2005(平成 17)年からは 2,500校前後、40～45万人で推移しています。 
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第３章 嘉手納町の観光の現状と課題 

 

１．嘉手納町の概要  

 

（１）位置・面積 

 

 嘉手納町は、沖縄本島中部に位置し、県都那覇から北に約 23km の位置にあります。本町は、東に沖

縄市、北に読谷村、南に北谷町と接しており、西は東シナ海に面しています。 

 本町の面積は 15.12㎢であり、南北に 8km、東西に 5kmの町域を形成していますが、町域の 82％にあ

たる 12.40k㎡が嘉手納飛行場や嘉手納弾薬庫などの米軍基地によって占有されています。 

 

（２）地 勢 

 

 本町の地形は、中央部の西へ緩やかに傾斜する台地部と、嘉手納弾薬庫が位置する本町北部の丘陵部

に大別でき、最も高い地点は嘉手納弾薬庫内で 164.5ｍに達します。また、本町内を流れる比謝川は、

沖縄市に源を発し、東シナ海にそそぐ本島最大の流域面積を有する二級河川です。 

 

（３）歴 史 

 

現在の嘉手納町域は沖縄で最も古くから開け、縄文時代以前から人々が住み着いていたと考えられて

います。今から 6～7 千年前のものと言われる貝塚群が比謝川河口から海岸線に沿って存在し、この付

近が古くから豊かな自然環境を持っていたことを物語っています。 

14 世紀には屋良グスクが築かれました。そこを中心に村々が栄えたと考えられ、「おもろそうし」や

「琉球国旧記」等の記述から当時の様子を伺い知ることができます。また、1400年代に琉球王府をおび

やかした勝連城主・阿麻和利も本町屋良の出身であるといわれ、1605年に中国から甘藷を持ち帰ったと

される野國總管は本町野國の出身で、優れた偉人・英雄を輩出しました。 

現在の嘉手納町は、王朝時代から北谷間切に属する村々でしたが、明治時代に入り、1908（明治 41）

年「沖縄県及び島嶼町村制」により北谷間切は北谷村へ、嘉手納の村々は、北谷村の字となりました。

戦前までの嘉手納町は、字嘉手納を除いて純農村でした。しかし、沖縄本島のほぼ中間という立地条件

に恵まれていたため、県営鉄道の終点に位置し県立第二中学校、県立農林学校をはじめ、官立青年師範

学校、嘉手納警察署、沖縄製糖嘉手納工場等が所在し、中頭郡における経済、文化、教育の中心として

の役割を果たしていました。さらに沖縄八景に数えられた水量豊富で風光明媚な比謝川には、県下各地

から家畜を積んだ汽帆船が比謝橋付近まで出入し、中頭郡における家畜の一大集散地としても栄え、人

と自然と産業の調和のとれたまちとして発展を遂げてきました。 
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第 2次世界大戦時、本町は米軍の沖縄本島最初の上陸地点となり、その集中砲火は熾烈を極めました。 

その砲撃により住家をはじめ、一木一草に至るまで焼き尽くされ、1945(昭和 20)年 8 月 15 日の終戦を

迎えるに至りました。 

戦後は、1984(昭和 23)年 4月頃まで嘉手納飛行場内の部分的通行が可能でしたが、その後米軍の飛行

場管理が強化され、全面的に通行立ち入りが禁止されたため、北谷村々域は完全に 2分されました。こ

のため嘉手納地域の住民は、役場へ用を足すために遠く謝苅（北谷）廻りかあるいは越来村（現・沖縄

市）を迂回しなければならなくなり、交通の発達していなかった当時、日常生活をはじめ村行政運営に

も著しく支障をきたしました。そのため、1948(昭和 23)年 12 月 4 日に人口約 3,800 人をもって北谷村

より分村、「嘉手納村」としての第一歩を踏み出しました。 

その後、朝鮮戦争の勃発等により米軍は嘉手納飛行場を重要視し、逐年整備拡張が行われ、そのつど、

宅地や農地は軍用地に姿を変え、狭小な住居地域を一層狭めていきました。膨大な面積を同飛行場地域

に接収され、残された僅かな地域に住民はひしめき合った生活を強いられました。 

 

（４）人 口 

 

 嘉手納町の人口は、2018(平成 30)年 1月末現在で 13,745人、世帯数は 5,606世帯となっています。 

 

（５）産 業 

 

企業数の割合においては、「宿泊業、サービス業」の割合が最も高く、次いで「卸売業、小売業」と

なっています。その内訳をみると、「宿泊業、サービス業」では、「飲食店」が 94.2％を占めています。

「卸売業、小売業」では、「飲食料品小売業」が 33.7％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【出典】 

総務省「経済センサス－基礎調査」、総務省・経済産業省「平成 24 年経済センサス－活動調査」 

RESAS（地域経済分析システム） 

嘉手納町 
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売上高の割合については、「建設業」が最も多く、次いで「卸売業、小売業」となっています。沖

縄県全体に比べて、「建設業」の企業ベースに対する売上高が非常に高いことから、相対的に「宿泊

業・飲食サービス業」および「卸売り・小売業（特に飲食料品）」の企業売上高が低く表れている状

況であるといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嘉手納町 

【出典】 

総務省「経済センサス－基礎調査」、総務省・経済産業省「平成 24 年経済センサス－活動調査」 

RESAS（地域経済分析システム） 

嘉手納町 

【出典】 

総務省「経済センサス－基礎調査」、総務省・経済産業省「平成 24 年経済センサス－活動調査」 

RESAS（地域経済分析システム） 

嘉手納町 



    第 3章 嘉手納町の観光の現状と課題 

17 

 

 

（６）交 通 

 

 嘉手納町は、沖縄本島中部に位置しており、西側を南北に国道 58 号が通っています。また、中央部

を東西に県道 74号沖縄嘉手納線が通っています。 

 那覇空港から嘉手納町までのアクセスは、路線バスとして約 1 時間 40 分となります。琉球バス、沖

縄バスが名護西線、読谷線など 6路線を運航しています。 
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２．嘉手納町の観光の現状 

 

（１）宿泊施設の状況 

 

 2016(平成 28)年現在の嘉手納町の宿泊施設数は、ホテル・旅館が 2軒、ドミトリー・ゲストハウスが

3軒の計 5軒となっています。客室数は 21室、収容人数は 45人となっています。 

 近隣の読谷村の宿泊施設数は 40軒、北谷町が 35軒と比較すると、嘉手納町の宿泊施設は少ない軒数

となっています。また、北谷町に関しては、急激なホテル建設が進んでおり、さらに客室数の増加が見

込まれます。 

 

■宿泊施設数（単位：軒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■客室数（単位：室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■収容人員（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：沖縄県「平成 28 年度宿泊施設実態調査」 
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（２）主要観光施設・イベントの利用状況 

 

○道の駅かでなの利用状況 

 道の駅かでなの年間来場者数は、毎年約 50 万人となっています。2016(平成 28)年で 520,581 人とな

っています。2013(平成 25)年の 524,491人からは 3,910人減少したものの、2015(平成 27)年の 516,827

人からは 3,754人増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇道の駅かでなの月別入場者数 

 道の駅かでなの月別入場者数は、1月

が最も多く、次いで 5月、12月、3月が

多い傾向となっており、7 月、8 月、9

月の夏季が少なくなっていることから、

修学旅行の影響により、入場者数が増減

していると考えられます。 

 

 

 

 

 

＜比較参考：沖縄県全体の観光客の状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42,428

45,410 44,974

41,197 41,004
38,680

43,932 44,078
45,990 46,815
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45,796

0
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出典：嘉手納町 

出典：嘉手納町 

出典：沖縄県「平成 28 年版観光要覧」 
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○学習展示室の入室者の状況 

 道の駅かでな 3階にある学習展示室の利用は

学校関係者が最も多く、次いで外国人の団体旅

行客が多い傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○嘉手納町産業まつりの入場者数 

 嘉手納町の産業まつりの 2016(平成 28)年度の入場者数は 7,635 人で、2010(平成 22)年度の 1,646 人

から約 4.5倍増加となっています。産業まつりの知名度が上がったこと、また「全国ご当地バーガーグ

ランプリ」で 3位になったハンバーガー等の出店があり、集客に繋がったことが増加の要因であると考

えられます。 

 

 

  

一般客,

22,164人, 

（10%）

外国人, 

764人, 

（0.3%）

学校関係者, 

90,464人, 

（41%）
その他団体,

32,816人,

（15%）

外国人旅行 団体関係者, 

76,782人,

（34%）

学習展示施設の入室者内訳

一般客 外国人 学校関係者 その他団体 外国人旅行 団体関係者

資料：嘉手納町  

出典：嘉手納町 
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○嘉手納町の滞在人口の月別推移 

 

嘉手納町の滞在人口は、6 月に多くの来訪者が訪れていることがわかります。平日については、ほぼ

横ばいですが、国勢調査人口より上回っていることから、嘉手納町の企業等に勤務している人が多く町

内に滞在していることが分かります。 

 

＜2014年（平成 26年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2015年（平成 27年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2016年（平成 28年）＞ 
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３．嘉手納町の観光資源 

 

（１）嘉手納町の観光資源 

 

大分類 中分類 小分類 名  称 

観光 
地点 

自然 

湖沼 屋良漏池（ムルチ） 
河川 比謝川（ヒジャガワ）遊歩道 
海岸 水釜海岸 
その他自然 イユミーバンタ 

歴史・文化 

史跡 

野国総管の墓 
野国貝塚群 
比謝川河口南丘陵遺物散布地 
埋蔵文化財包蔵地 
植樟之碑 
屋良のシリーガー 
屋良のメーガー 
水釜シチャヌカー 

歴史的建造物 

比謝橋 
嘉手納グスク 
埋蔵文化財包蔵地 
屋良グスク 
埋蔵文化財包蔵地 

その他歴史・文化 
安保の見える丘 
天川坂（アマカービラ） 

スポーツ・レクリ
エーション施設 

スポーツ・レクリエーション施設 

嘉手納野球場 
嘉手納町陸上競技場 
嘉手納町スポーツドーム 
兼久海浜公園 
嘉手納町兼久海浜公園ウォーター
ガーデン 

公園 
野國總管（のぐにそうかん）公園 
屋良城跡公園 
嘉手納公園 

その他スポーツ・レクリエーション 比謝川（ヒジャガワ）のカヤック 

都市型観光 
―買物・食等－ 

商業施設 ネーブルかでな 
地区・商店街 新町通り 
食・グルメ 道の駅かでな 
その他都市型観光 -買物・食等- 旧嘉手納ロータリー 

行祭
事・イベ
ント 

行祭事・イベント 

行祭事 

比謝川鯉のぼりフェスタ（4月） 
うたの日コンサート（6月） 
嘉手納ハーリー大会（6月頃） 
ビアフェスタ（7月頃） 
嘉手納町エイサーまつり（8月） 
野國總管（のぐにそうかん）まつ
り（10月） 
泡盛まつり（11月頃） 
嘉手納産業まつり（1 月） 

郷土芸能 

千原エイサー 
屋良のあやぐ 
野國天川 
野里棒 
屋良のチンク 
野里の道イリク 
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大分類 中分類 小分類 名  称 
名 産
品・文化 

名産品 伝統工芸技術 三線知念大工型 
音楽 音楽 マルチメディアセンタースタジオ 

動植物 植物 植物 

字嘉手納拝所の大ガジュマル 
嘉手納小学校の大デイゴ 
マングローブ林 
リュウキュウコクタン 
ハイビスカス 

宿泊 
施設 

ホテル シティホテル 
ホテル ナ・ヴィ 
ラグーンパレス 

民宿/ゲストハウ
ス 

ゲストハウス 
遊びと寛ぎの宿 ヤーグナの空 
B.B.House 
ゲストハウス HEAD 

その他 公共施設 町民の家 

 

（２）嘉手納町の観光資源の状況 

 

●「山岳」「高原」については、町の北部に丘陵部はあるものの、嘉手納弾薬庫として占有されている

ため、観光資源としての活用は困難な状況です。 

●「湖沼」としては屋良ムルチ、「史跡」の分類においても屋良のシリーガーやメーガーなど幾つかの

「カー（井戸）」が挙げられ、嘉手納町は水に関連した観光資源が豊富であると言えます。 

●「河川」としては比謝川、「海岸」としては水釜海岸が挙げられ、比謝川ではカヤックやサップ、水

釜海岸ではダイビングといったレジャーも行われています。 

●「歴史的建造物」「その他歴史・文化」については、グスク時代や戦前・戦後などの資源が挙げられ

ます。 

●「スポーツ・レクリエーション施設」は充実しています。 

●「その他都市型観光-買物・食等-」に分類した「道の駅かでな」や「旧嘉手納ロータリー」は、他都

市には見られない独自性の高い観光資源です。 

●「行祭事・イベント等」については、「野國總管まつり」、「嘉手納町産業まつり」、「嘉手納ハーリー

大会」などの行祭事が年度を通して開催されており、「千原エイサー」、「野里棒」などの郷土芸能も

多くあります。 
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（３）観光資源の立地状況 
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（４）嘉手納町優良特産品 

 

嘉手納町では町内事業所等の品質の優れた製品を優良特産品として認定・推奨する制度があり、優良

特産品を推奨することにより、その需要の拡大及び品質の向上を図り、販路開拓に資することを目的と

しています。 

認定された特産品には「全国ご当地バーガーグランプリ」で 3位及び特別賞を受賞したハンバーガー

など、飲食物を中心に、工芸品や化粧品等、品質の高い商品が 27品目あります(2018(平成 30)年 3月現

在)。 

 

品 名※ 社 名 住 所 
のぐに 

琉球旬菓  丸清堂 嘉手納 302番地 1 
田芋まんじゅう 
ちんすこう「紅芋」 

有限会社南国製菓 水釜六丁目 5番 16号 

ちんすこう市場 

さんごカルシウム入り塩ちんすこう（十四
個入り） 

さんごカルシウム入り塩ちんすこう（二十
七個入り） 

黒糖まん(五個入り) 
JAおきなわ嘉手納支店 女性部 嘉手納 739番地 3 

黒糖まん(三個入り) 

甘藷野国いもソフトクリーム かでな振興株式会社 久得 5番地 
野国いもぜんざい 沖縄そば みよ家 嘉手納 463番地 13 
キーストンのかりゆしウェア キーストン 嘉手納 297番地 2 
リラクシングオイル 

FROMO 
水釜 476 番地 
No.7229 

フェイスソープ 

ハーバルローション 

2830シリーズ 
・ハニーフェイシャルソープ 
・ハニーバーム リップ＆ネイル 
・リバイタライジング バス＆ボディオイ
ル S 

・リバイタライジング フェイシャルトリ
ートメントオイル S 

・リファイニング フェイシャルトリート
メントオイル J 

・リファイニング ローション J 
・リバイタライジング ローション S 
・リファイニング バス＆ボディオイル J 
・ハニークレンジングスムージー 
いもっち焼プリン 

居酒屋 和 嘉手納 300番地 手羽先の串揚げ 
てびちの唐揚げ 
PEACE KITCHEN 鳥の唐揚げ 6種類 PEACE KITCHEN 嘉手納 448-5 １F 
フィッシューバーガー 

SEAFOOD CAFÉ HIDEKO’S 嘉手納 453番地 
グルクンベービーちゃん 
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品 名 社 名 住 所 
3S cafeのバーガー 
・3Sバーガー 
・しめじとポルチーニ茸のデミグラ 
スチーズバーガー 

・バジルチキンのヘルシーバーガー 
・黒毛和牛の牛すじミートソースチ 
ーズバーガー 

3S Cafe 嘉手納 445番地 12 1F 

Charmのマフィン 
・プレーン 
・キャラメルティ 
・Ｗチョコ 
・チョコオレオ 
・アップルシナモン 
・抹茶あずき 
・チェダーチーズ 
・キャラメルコーヒー 
・チョコチップ 
・ブルーベリークリームチーズ 

Charm 嘉手納 445番地 5 

・自家焙煎珈琲 自家焙煎珈琲 凡 嘉手納町 453番地 

・いもっち畳 嘉手納畳店 嘉手納 297番地 6 

・アダン筆 筆工房 琉球大発見 嘉手納 6番地 5 

・野国いもラテ ジプシーコーヒー 屋良 1026番地 3 

※2018(平成 30)年 3月時点の認定状況 
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４．「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」の進捗状況・評価 

 

（１）評価の目的 

 

 「第１次嘉手納町観光振興基本計画」（2013(平成 25)年 3月策定）では、「嘉手納の魅力を再発見！み

んなでとりくむ交流のまちづくり」の基本理念のもと、4 の基本方針と 11 の施策、44 のプロジェクト

に取組んできました。それぞれの施策がどのような成果が得られたのかを明らかにし、今後、取組むべ

き課題を把握するために計画の評価を行いました。 

 

（２）評価の方法 

 「第 1 次嘉手納町観光振興基本計画」で位置付けている 44 のプロジェクトについて、具体的な「実

施内容」と「効果」、「課題」を把握しました。 

 なお、把握にあたっては、役場の担当各課、町内団体、観光関連事業者へのヒアリングを実施しまし

た。 

 

（３）プロジェクトの取組内容 

 「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」で位置付けているプロジェクトについて、取組内容及びその効

果を明らかにして、課題の整理等に活用しました。 

 

基本方針１ 各分野の観光資源とサービスを磨き上げる 

 

【施策１】「おもてなし」体制の充実 

○町民対象の観光講座の開催 

 ・観光ガイドの育成業務として、一般町民も参加可能な講座を実施した。 

 

 

○次代を担う子供向け観光学習会の開催 

 ・観光に関する学習会の実施には至っていないが、沖縄慰霊の日に合わせた平和学習を実施。 

・また、「野國總管まつり」のポスターコンテストを実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【効果】地域を紹介するテレビ番組にて取り上げられ、地域内の活動の周知に繋がっている。 

【効果】町の歴史の把握や郷土愛を醸成する機会となっている。 
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○おもてなしガイド（仮称）の育成 

 ・2014(平成 26)年度のみ町民対象で講座を実施し、2016(平成 28)年、2017(平成 29)年度は町外在

住者も含め講座を行っている。認定されたガイドは計 24名。2017(平成 29)年度は講座を夜間及

び土日に実施し、新たな観光コースの開発に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

○美化・緑化活動の推進 

・中心市街地である嘉手納ロータリー周辺及び幹線道路沿いに花を植え、美化・緑化を推進した。 

・2016(平成 28)年度に自治会、商店街で花壇の整備の実施や、美化ボランティア助成金を活用し、

緑樹会などによる街路樹の剪定を行っている。 

 

 

 

○安心・安全の向上 

・外国人観光客を含めた災害時の備蓄・食料の確保に至った。 

・2017(平成 29)年度は防災計画の見直しを実施している。 

・2013(平成 25)年度の防災マップで、多言語表記した観光客の避難経路について記載を行ってい

る。 

・居住外国人は多国籍にわたるため、様々な言語に対応した防災マップ等を整備予定である。 

 

 
 

 

【施策２】自然を活用した体験型・長期滞在型プログラムの充実 

○自然資源の魅力を活用した遊び・レクリエーションの開発・提供 

・マリンスポーツ（カヤック、サップ、ダイビング）の 1回あたりの参加平均人数は 4人。嘉手納

町のカヤックを行っている事業者全体では年間約 15,000 人の利用者がいる。 

・町内のマリンスポーツの事業者は修学旅行の受入を行っており、カヤックと遊歩道散策のプログ

ラムを組み合わせ入れ替え制で実施している。 

・2015（平成 27）年まで YOU・遊・比謝川で激流下りを実施していた。 

 

 

 

 

 

 

 

【効果】近年では 3 世代の旅行者も増えている。また、ペット同伴でのアクティビティ参加希

望者から好評を得ている。 

【効果】観光振興の基盤となる更なる人材の確保・育成を図ることで、観光ガイド事業の効果

的、継続的な実施、運営基盤の強化となり、新たに本町を訪れた観光客に町の魅力を

アピールすることで、観光客誘客の促進が図られる。 

【効果】観光客誘客に寄与するため、嘉手納町の中心市街地である嘉手納ロータリー周辺及び

幹線道路沿いに色鮮やかな花を咲かせ、魅力ある景観づくりに貢献した。 

【効果】災害時の備え及び継続的な安心・安全の確保に繋がっている。 
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○自然を体験し、環境について学ぶエコツーリズムの提供 

 ・屋良城跡公園の整備実施予定である。（2015(平成 27)年度に基本設計の策定、2016 (平成 28)年

度より、公園内墳墓の持ち主調査・移転作業を実施中） 

・比謝川利活用計画 

 

 

 

 

 

 

 

○モニターツアーの提供 

・2015(平成 27)年度に観光ガイド運営支援事業の中で、資源の洗い出しと技術研鑽を兼ねた町内団

体を相手にモニターツアーを実施した。 

 

 

 

【施策３】アメリカ文化の観光資源としての活用 

○基地について解説できるガイドの育成、配置 

・修学旅行で道の駅かでなへ訪れた学生向けに、歴史、文化、米軍基地に関する解説を実施した。

（1回約 350名を受け入れ、6名のガイドで対応） 

 

 

○基地を活用した商品開発や品ぞろえ 

・道の駅のテナントが Tシャツ等を販売、宝くじ売り場は「吉（基地）が見える宝くじ売り場」と

して売上に繋がっている。 

 

 

○アメリカ文化をイメージさせる演出やイベント 

・町内のハンバーガー店が 2016(平成 28)年に開催された「全国ご当地バーガーグランプリ」で第 3

位及び特別賞を受賞したことを期に人気に火が付き、テレビや雑誌等の媒体に取り上げられるよ

うになった。 

・町内の子供たちに向けたハロウィンイベントやクリスマスイベントを商店街などで実施してい

る。 

 

 

 

 

 

【効果】修学旅行や団体旅行に対する嘉手納町の歴史、文化、基地について PRに繋がっている。

【効果】宝くじ売り場の取組は、売上の向上に繋がっている。 

【効果】ハンバーガーの販売の事業を通していいものを売れば集客できることがわかった。今

後、どう仕掛けるのかが課題である。 

【効果】・屋良城跡公園の魅力向上に繋がることが期待される。 

・比謝川緑地広場の整備により大型バスの駐車が可能になるなど、受入体制の強化が

見込める。 

・比謝川利活用計画では、リバーサイドの活用や資源の連結、ウッドデッキの整備等

屋良城跡公園の川沿いを中心とした活用が期待されている。 

【効果】観光ガイドのコースの充実と、円滑なガイドの運営に繋がっている。 
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【施策４】スポーツコンベンションの推進 

○スポーツ合宿、イベント開催の誘致の推進 

○スポーツコンベンションのメニューの開発・提供 

・ベイスターズファーム、ロッテジャイアンツ（韓国プロ野球）他、大学生キャンプ、社会人（野球、

ソフトボール、陸上）のキャンプ受入を実施・トレーナー育成に、メジャーリーグでのコーチ経験

のある方が 1週間の合宿を実施（野球場、スポーツドーム利用） 

・スポーツチーム等の受入件数は増加傾向にある。また、キャンプ期間に合わせてグルメクーポン券

を発行している。 

 

 

 

 

基本方針２ 資源同士をつなげ、回遊を促し、滞在時間の延長を図る 

【施策５】文化芸能ツーリズムの推進 

○音楽イベントの開催 

・うたの日コンサートの誘致 

・かでな GO!GO!フェスティバル（実行委員会形式にて 3月開催）を 2017(平成 29)年度に新たに実

施予定。有名アーティストの招聘と町内音楽グループの演奏にて実施する。1,000 名程度の集客

を見込んでいる。 

・2017(平成 29)年度より音楽によるまちづくり推進に関する補助金を交付しており、道の駅かでな

での音楽祭、民謡大会への補助を行っている。 

 

 

 

 

 

○伝統文化の推進 

・町指定無形民俗文化財保持 4団体のうち、3団体をハワイ沖縄フェスティバルに派遣している。 

・かでなっ子フェスティバルで芸能披露をしている。 

・千原エイサー保存会では 70 名（子ども～70 代）が在籍し、町の無形民俗文化財として登録され

ている千原エイサーを継承するために活動をしている。町の行事をはじめ、全島エイサーまつり、

上帝君拝み、野國總管まつりなどに参加している。 

 

 

 

 

 

 

 

【効果】・ベイスターズキャンプ時には、少年野球教室を実施。 

・グルメクーポン利用者は増加傾向にある。 

【効果】うたの日コンサートを誘致することで、観光客が本町に訪れる機会をつくり、町特産

品等の PRを行い本町の魅力を感じてもらうことで、再度本町へ訪れるきっかけをつ

くる。その結果、観光収入の増加が見込まれる。 

【効果】・嘉手納町の PRのための実施であるが、芸能の継承にも繋がっている。 

・かつての演目が復活(野里共進会の道イリクなど)するなどの効果がある。 
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○甘藷発祥の地の発信 

・伝統文化の継承、発展、甘藷発祥の地としての周知・啓発を目的とし、「野國總管まつり」を実

施している。 

 

 

○伝統芸能の観光資源としての受入の充実 

 ・エイサー祭を開催し、エイサーを観光資源として活用している。 

 

 

 

 

【施策６】関係者をつなぐ仕組みの構築 

○関係者の意見交換会の開催 

・道の駅リニューアルの計画時に意見交換会を開催した。 

 

○観光分野に取り組む町内団体との連携 

・イベント等の開催時には行政と商工会等とが密に連携を図り、実施するに至った。 

 

 

 

○観光振興を担う組織の設立の検討 

・観光振興懇談会を結成し、美化運動等への取組を継続的に実施している。 

 

 

 

 

【施策７】観光資源の発掘と観光ルートの開発 

○新たな観光資源の発掘・商品化 

・食をはじめとする特産品に、嘉手納町優良特産品の認定を行い、行政が商品 PR の補助を行って

いる。 

・商工会が主となり、野國芋のペーストを使ったシュークリームやぜんざいなど加工食品の検討事

業を実施した。 

 

 

 

 

 

 

【効果】野國總管まつりやビアフェスタ等、町外からも多くの来場者を見込むイベント開催に

繋がった。 

【効果】観光振興を担う組織の設立に向けた機運が高まっている。 

【効果】野國總管まつりは、45,000人が来場する嘉手納で最も盛大なイベントとなっている。 

【効果】来場者は増加傾向にある。 

【効果】2018（平成 29）年現在 27商品が特産品として認定を受けている。嘉手納町内のハン

バーガーショップが「全国ご当地バーガーグランプリ」で第 3位になるなど、注目が

高まっている。 
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○観光資源を活かした観光イベントの開催及び支援 

・ビアフェスタ、エイサーまつり、泡盛まつりなどの活性化イベントの支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○観光資源による観光ルートの開発・提供 

・観光ガイド養成講座において、まち歩きルートを開発している。 

 

基本方針３ 嘉手納町を訪れるきっかけをつくる 

【施策８】情報発信方法の確立 

○観光資源の冊子・マップ等の作成 

・2012(平成 24)年度に観光ガイドマップを 50 万部作製。道の駅かでな、町内施設、イベントで配

布を行っている。 

・商工会でもカルタ形式のパンフレットを作成し、配布した。 

 

 

 

○ホームページ等の作成 

・観光専用のホームページの立ち上げには至っていないが、町のホームページにて観光情報を発信

している。 

・中部の 9市町村で構成している中部広域市町村圏事務組合のホームページへ積極的に情報の掲載

を行った。 

 

 

 

 

○外国人向け案内・PRの実施 

・2012(平成 24)年度に作成した観光ガイドマップは、英語、中国語、韓国語の多言語化に対応して

いる。 

・「OKINAWA Island Guide」へイベント情報の提供を行っている。 

・米軍専用のラジオにより、町内イベントの周知を行った。 

 

 

 

【効果】広く国内外へ道の駅かでな及び嘉手納町の観光情報を発信し観光客の誘客を図るた

め、日本語・外国語版の観光リーフレットを作成した。 

【効果】イベント情報の発信や、嘉手納町のキャラクター「野國いもっち」が発信する Facebook

や Twitterの立ち上げに至った。 

【効果】「OKINAWA Island Guide」を見てイベントに訪れる外国人がいることから、一定の効

果がある。（特に米軍基地に従事している外国人） 

【効果】・商店街（居酒屋、飲食店等）への来訪者の誘導に繋がっている。 

・泡盛まつりは、コンパクトな町嘉手納らしい人との交流と泡盛の両方が楽しめるこ

とを目的に好んで訪れる人がいる。 

・子供向け体験ワークショップを GWに同時開催した際に、近隣住民のほか観光客が多

数参加した。 

・47回開催実績のあるハーリー大会は町を代表するイベントとして知られており、参

加団体・来場者とも増加している。 
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○宿泊施設、飲食施設等との連携した PR 

・町外のリゾートホテルに商工会作成のガイドブックを設置している。 

・「嘉手納のススメ」（かでな元気プロジェクト）では町内 73事業の PR用冊子を制作し、道の駅かで

な、役場、那覇空港 JTAカウンターに配布した。毎年度 2万部発行し、イベントやまち歩きコース

も紹介している。 

・「かでなグルメクーポン」（かでな元気プロジェクト）では、ランチ・スイーツ・ちょい飲みのカテ

ゴリーに分かれて、クーポン兼店舗紹介冊子の制作と配布を実施した（3千部発行）。 

 

 

 

 

 

○道の駅や飲食施設等との連携による文化 PR 

・道の駅を活用した音楽イベントを実施した。 

 ・商工会で作成したパンフレットや「かでなグルメクーポン」に町内の飲食店を掲載している。 

 

 

 

○キャンペーンイベントへの積極的参加 

・町内外の観光イベント等に、町のキャラクター「野國いもっち」の派遣を行う等、積極的に参加し

ている。 

・イベントではシールの配布や国際映画祭でのレッドカーペットを歩くなどの PRを実施した。 

 

 

 

○観光の ICT化の推進 

・道の駅かでな、役場、マルチメディアセンター、兼久海浜公園は Wi-fiが整備されている。 

・道の駅かでなにデジタルサイネージが設置されている。 

○観光拠点における情報発信の強化 

・道の駅かでなのホームページ内で観光ガイドの申込を受け付けている。 

・道の駅のかでなでは、観光情報の発信をパンフレット、3F学習展示室の映像、1F のデジタルサイ

ネージで行っている。 

○キャラクターの活用 

・「イベントへの積極的参加」参照 

 

 

 

 

【効果】・野國總管まつりは飲食店が主となっていることもあり、各事業者が出店を行ってい

る。積極的に参加してくれ、距離の近さが魅力である。 

・「かでなグルメクーポン」は 1500回利用実績があり、飲食店の集客効果があった。 

【効果】道の駅かでなでの音楽イベントは、「音楽のまち」としての町内の認知度の向上に繋

がっている。 

【効果】キャラクターの活用により、県内での認知度向上に繋がっている。 
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【施策９】周辺市町村との連携 

○周辺市町村と連携した PRの実施 

○合同イベントの開催 

・2020(平成 32)年オリンピックに向けてキャンプ地誘致の連絡会議へ参加するなど、周辺市町村と連

携を図っている。 

・中部広域（9 市町村）連携の観光部会があり、参加をしていたが、クルーズ船の受入に対する取組

を効果検証しないまま始まってしまったこともあり、一部の活動の参加に留まっている（観光・青

年部の中部広域の活動）。 

・北谷町と嘉手納町で広報誌の連携を行っている。 

 

基本方針４ 観光拠点の充実と拠点間連携のための基盤を整備する 

 

【施策 10】観光拠点の整備 

○統一した案内看板の整備 

・2012(平成 24)年度に総合観光看板 2箇所、多言語看板 3箇所設置した。 

・2014(平成 26)年度に観光史跡説明看板 1箇所、誘導看板 2箇所設置した。 

・2015(平成 27)年度に観光史跡説明看板 2箇所設置した。 

 

 

 

 

○道の駅かでなのリニューアル 

・2013(平成 25)年度に事業用地を買収し、2014(平成 26)年度に基本計画策定、2015(平成 27)年度

に基本設計を実施。2016(平成 28)年度に駐車場実施設計を実施。2017(平成 29)年度に実施設計

と駐車場整備工事を実施している。 

 

 

 

 

 

○海と川の水辺の整備と活用 

・2015(平成 27)年度に水釜護岸景観整備基本計画策定。2017(平成 29)年度に基本設計策定を実施

している。 

 

 

 

 

 

 

【効果】町内への誘客と魅力ある観光地づくりを推進するため、町内の主要箇所に多言語総合

観光案内板及び道路名称看板、観光拠点施設内の多言語案内板を設置観光資源へアク

セスしやすい環境整備と景観美化の形成を行った。 

【効果】屋良東部地区地域振興施設は、年間約 50万人の観光客が来場するが、展望場で米軍

基地を展望した後、すぐ施設を退館する通過型の施設になっている。このような課題

を解決し、観光誘客施設としての魅力を高めるため、リニューアル事業を進めている。 

【効果】・水釜護岸には町内外から多数の観光客や町民の方々が訪れる観光スポットとなって

いる。新しい観光地としての可能性を再発見し、嘉手納町の独自性を生かした新し

い観光地の創出を目的とする。 

・スポーツ、健康ウォーキングの拠点、それに伴い海沿いでの店舗の立地促進を期待

する。 
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○比謝川の拠点の整備 

・2012(平成 24)年度に比謝川緑地広場整備事業用地を買収、2013(平成 25)年度に基本計画を策定。

2014(平成 26)年度に基本設計を実施。2017(平成 29)年度に実施設計を実施している。 

・宿泊機能、体験学習センターの整備。施設を拠点にエコツアーの展開が期待される。展示室にて比

謝川の自然学習の実施も検討している。 

・宿泊機能も付加することで部活の合宿など受入も推進。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○町内大規模公園の魅力アップと機能拡充 

・【兼久海浜公園】2014(平成 26)年度に兼久海浜公園リニューアル基本構想策定。2015(平成 27)年度

に基本計画策定。2016(平成 28)年度に基本設計を実施した。 

・【野球場】2014(平成 26)年度に野球場防球ネットが低いことから、全体改修の計画基本構想策定。

（実施に向けて調整中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【効果】・本町は、米軍基地が町域の 82％を占める特異な地域であるが、比謝川等風光明媚な

場所も有しており、近年では自然を生かしたエコツアーの開催等観光資源となりう

る素材が増えつつある。 

・そのようなことから、古くからの景勝地で今ではエコツアーを開催している。比謝

川の自然を観光客に体験してもらうことで、観光入域客数の増加や地域活性化を図

り、魅力的な嘉手納町の形成を目指す。 

・大型バスで 40名の入域も可能になる。カヤックに加えて遊歩道ではセグウェイなど

で自然観察、散策が可能になる。 

【効果】兼久海浜公園施設全体の機能強化を図ることにより、観光振興に資する施設として整

備を図る。 
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○宿泊施設の整備 

・町民の家の改修検討 

○既存施設の観光施設としての機能拡充 

・【屋良城跡公園】2014(平成 26年)度に屋良城跡公園再整備基本計画を策定。2015(平成 27)年度に

基本設計を実施。2016(平成 28)年度に公園内墳墓調査を実施している。 

・【かでな文化センター】2012(平成 24)年度に舞台照明及び音響設備工事を実施。2013(平成 25)年 

度に空調設備工事を実施し、バリアフリー化基本設計を策定。2014(平成 26)年度にバリアフリー

化実施設計と舞台吊物機構工事(制御盤）を実施。2015(平成 27)年度にバリアフリー化工事を実

施。2017(平成 29)年度に映像設備機能向上工事を予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○屋良ムルチの活用 

・連合青年会に大蛇伝説をモチーフにした「白龍」という演舞がある。 

・2015(平成 27)年度まで、You・遊・比謝川激流下りを実施していた。 

 

【施策 11】移動のための基盤整備 

○車で町内を回遊するための標識や駐車場の整備 

○回遊するための公共交通の整備 

・「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」策定後、新町駐車場、ロータリー駐車場を 2時間無料とし、

町内の回遊性を高める取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

【効果】利用者も多く、商工会からも評価を得ている。 

【効果】・（屋良城跡公園）観光資源に乏しい本町においても、屋良城跡公園及び比謝川沿岸部

等風情のある場所を有しており、近年では自然を生かしたエコツアーや川祭りの開催

等観光源となりうる素材が増えつつある。 

・城跡の名勝や比謝川の自然を体験してもらうことで、観光入域客数の増加や地域活性

化を図り、魅力的な嘉手納町の形成を目指す。 

・（文化センター）滞在型の観光振興の促進を図るため、既存アナログ設備を時代のニ

ーズに適合した活用のできる設備へと機能を拡充するとともに、多くの方々から多く

の改善の要望が寄せられている施設のバリアフリー化の基本設計を実施した。 

・映像設備（プロジェクター）導入により、映写会の開催が可能になる。 

・利用人数 44,000 人程度にて横ばい。町外、県外の利用も多い。 

※全県での音楽発表会の出演者練習場利用、ボディビル大会、しまじろうコンサート、

保育士講演会、企業の職員研修、のど自慢など 
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５．嘉手納町の課題と展望 

 

 「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」の施策評価や、関係各課及び町内団体、観光関連事業者へのヒ

アリングの結果を踏まえ、これからの嘉手納町観光地域づくりを進める際の課題を以下のように整理し

ます。 

 

①嘉手納町の観光地域づくりに向けた運営組織の立上げ 

  

・嘉手納町では、役場に観光を専門とする課や観光協会等、観光を担う組織がなく、町民に向けたサ

ービスと観光事業か混在していることから、観光地域づくりを担う組織が必要です。 

 ・「第 1 次嘉手納町観光振興基本計画」で策定時に立ち上がった観光懇談会の活動は、現在美化運動

の実施により継続されているものの、さらなる観光振興に向けた取組体制としては弱く、観光地域

づくりを担う組織の設立に向けた機運が高まっています。 

 ・野國總管まつりやビアフェスタなど、町外から多くの来場者を見込むイベントは、現在役場と商工

会が連携して実施していますが、町外に向けた PRなどをより強化していく必要があります。 

 ・おもてなしガイドの需要があるものの、人員不足や適切な料金の検討に向けた運営の体制づくりが

必要です。 

 ・観光のガイドブックを作成していますが、歴史・文化が記載されていないことや、マップが掲載さ

れていない等の課題があり、地域情報の発信について検討する必要があります。 

 ・2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向け、他市町村と連携したキャンプ地の誘致等

に取組んでおり、他自治体は観光課が担当しているものの、嘉手納町には観光を担うセクションが

ないことから、取組に後れを取っているという現状があります。 

 ・観光を担うセクションがないことから、町外に向けた活発な PR 活動ができていないという課題が

あります。 

 ・観光看板、多言語化した看板、観光史跡説明看板の設置を行いましたが、今後は SNS 等を活用した

効果的な情報発信の方法を検討する必要があります。 

 

②地域のブランディング 

  

・嘉手納町の優良特産品認定を行い、商品の PR を行っているが、お土産として持ち帰れるものが少

なく、また、優良特産品が来訪の目的になっていないという現状があります。 

 ・様々な取組を行っているものの、近隣市町村への移動の際の立ち寄り地としての機能が強いことか

ら、来訪の目的の「核」となる観光コンテンツの創出が必要です。 

 ・「音楽のまち かでな」としての知名度は少しずつ上がってきていることから、今後重点的に取組を

進めていくことが必要です。 
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③「稼ぐ力」と「受入体制」の強化 

  

・観光のニーズがあるにも関わらず、受入に繋がっていないことから、来訪者ニーズへの対応と地域

への経済効果を意識した取組が必要です。 

 ・自然体験、平和学習との組み合わせによる教育旅行の受入要請があるものの、対応しきれていない

のが現状です。 

 ・道の駅かでなの外国人観光客の利用者数は増えているにも関わらず、多言語対応や免税対応がされ

ておらず、インバウンド対策に後れを取っているという課題があります。また、年間約 50 万人の

観光客が来場するが、展望場で米軍基地を展望した後、すぐ施設を退館する通過型の施設になって

しまっているため、観光誘客施設としての魅力を高めるための機能拡充が必要です。 

 ・比謝川緑地広場や水釜護岸等の整備に着手しており、今後は完成後の拠点を活用したプログラムの

創出等に関する取組が必要になります。 

 ・町内の滞在時間の延伸、観光消費額を増やすためには、宿泊拠点の整備が必要です。 

・町の公共駐車場は 2時間無料等の取組を実施していますが、町内の回遊性と利便性を高めるために

は、広域での取組や新たな公共交通などの検討が必要となります。
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第４章 嘉手納町が目指す観光振興の方向性 

 

１．嘉手納町の観光振興の基本理念 

 

 「第 2 次嘉手納町観光振興基本計画」では、「第 1 次嘉手納町観光振興基本計画」の基本理念を踏襲

し、観光地域づくりに向けた取組を推進していきます。 

 

 

 

 

 

嘉手納町では、第４次嘉手納町総合計画において、「将来像」として「ひと、みらい輝く交流のまち かでな」

を掲げてまちづくりを行ってきました。嘉手納町における「観光」は、これまで培ってきた「交流」の延長にある

といえます。 

まずは、町内において町民や事業者、団体、行政など多様な主体が交流し、嘉手納の魅力を再発見し、町

民が住んでいて満足できる「住んでよし」のまちづくりを行います。他地域の人にもお奨めしたい魅力が見つ

かったら、その魅力を、町外、県外、海外へと発信して観光・交流の輪を徐々に拡げていきます。 

観光・交流により来訪者を受け入れ、観光プログラムやイベント、飲食や買い物での観光消費の拡

大に向けて、観光事業者だけでない、幅広い分野の産業参画につなげること、受入体制として、観光

ガイドや地域の美化・緑化活動、地域の伝統芸能やエンターテインメントなど広く町民の参画を促す

ことなど、「みんなでとりくむ」交流のまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

嘉手納の魅力を再発見！ 
みんなでとりくむ交流のまちづくり 

基
本
理
念 
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２．観光振興基本計画体系 

（１）体系図 

  

【基本方針１】 

みんなでとりくむ観

光地域づくり 

施策・プロジェクト 

基本理念 嘉手納の魅力を再発見！みんなでとりくむ交流のまちづくり（「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」の観光振興の理念を踏襲） 

観光振興の基本方針 重点プロジェクト 

①嘉手納町の観光地域づくりに向けた体制の強化 

ⅰ）観光地域づくり推進団体の設立 

ⅱ）観光地域づくりに取組む町内団体・事業所との

連携 

ⅲ）周辺市町村との広域連携 

ⅳ）人材育成・確保 

ⅴ）新たな市場開拓に向けた取組（ターゲット設定） 

ⅵ）継続的なマーケティング調査の実施・分析 

②おもてなし体制の充実 

ⅰ）町民啓発に向けた取組の推進 

ⅱ）美化・緑化活動の推進 

ⅲ）安心・安全の向上 

ⅳ）観光ガイドの活用 

③情報発信手法の確立と情報の一元的発信 

ⅰ）来訪者ニーズに対応した観光の冊子・マップ等の作

成 

ⅱ）観光に特化したホームページの立上げ 

ⅲ）SNSによる情報発信 

ⅳ）各事業者及び観光拠点と連携した情報発信の強化 

ⅴ）地域のキャラクターの活用 

ⅵ）観光商談・展示イベントへの積極的参加 

【基本方針３】 

みんなでとりくむ観光

資源の磨き上げと新た

な観光の魅力の創出 

④エンターテインメントを核とした 

ツーリズムの推進 

ⅰ）「音楽のまち かでな」としての知名度向上 

ⅱ）エンターテインメント活動の活性化 

ⅲ）既存施設（MMCスタジオ等）の魅力発信

と活用誘致に向けた取組 

⑥平和学習の推進 

ⅰ）平和学習への取組支援 

ⅱ）平和学習プログラムの創出 

ⅲ）学習施設の充実 

【基本方針２】 

嘉手納の魅力を再発

見！みんなでとりく

む地域ブランディン

グ 

「音楽のまちかで

な」としての知名度

向上 

⑧受入環境の整備・充実（ハード整備） 

ⅰ）観光・交流拠点の充実（道の駅かでな、屋良城址公園、水釜護岸、比謝川緑地広場など） 

ⅱ）民泊のあり方検証 

ⅲ）町内回遊のための基盤整備 

ⅳ）観光インフラの整備推進 

ⅴ）歴史文化資源（文化財、史跡、景観）の保全 

⑪教育旅行受入体制の強化 

ⅰ）自然学習・歴史学習・平和学習の充実 

ⅱ）安全管理の推進 

ⅲ）周辺市町村と連携した受入の推進 

⑩スポーツコンベンションの推進 

ⅰ）スポーツキャンプ、イベント開催の誘致・推進 

ⅱ）スポーツコンベンションメニューの開発・提供 

⑤商店街を核とした 

ツーリズムの推進 

ⅰ）商店街の回遊性を高める取組

の実施 

ⅱ）「食」を核としたブランド構築

と知名度の向上 

観光・交流拠点の充

実

 

観光地域づくり 

推進団体 

の設立 

⑦「まちの名産品」づくりの推進と

ふるさと納税返礼品制度の研究 

ⅰ）「まちの名産品」の強化・開発 

ⅱ）「まちの名産品」に関する情報発信 

ⅲ）「ふるさと納税返礼品制度」の

活用の研究 

地域ブランディング 

⑫インバウンド旅行客の受入体制の強化 

ⅰ）インバウンド旅行客に対応するサービス・設備（決

済機器等）の導入 

ⅱ）多言語に対応した情報発信の確立 

ⅲ）滞在時間延伸に向けたコンテンツの発信強化 

⑨魅力ある商品（モノ・コト）の充実（ソフト整備） 
ⅰ）自然資源を活用した遊び・学びのプログラム開発・提供 
ⅱ）地域の伝統（芸能・技能・先人の歴史）を活かしたプログラムの開発・

提供 
ⅲ）アメリカ文化をイメージさせる演出や商品・プログラムの開発・提供 
ⅳ）イベントの観光活用・充実及び支援 
ⅴ）甘藷発祥の地のＰＲ 
ⅵ）優良特産品の魅力発信 

進捗管理：観光振興による経済波及効果の検証（継続したデータ収集、事業間連携）、重点プロジェクトの KPI（注１）の設定 

（注１）…KPI（Key Performance Indicator） 重要業績評価指数（現在の嘉手納町の観光の定量的に把握するための数値） 

受け入れ環境整備 

運営組織の立ち上げ 
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（２）嘉手納町の観光地域づくりを進めるための基本方針 

  

基本理念に基づき、次の 3 つの基本方針を定めます。 

 

基本方針１ みんなでとりくむ観光地域づくり 

観光は観光客だけに向けたものではなく、地域を良くする、元気にするという一つの手段です。

そのため、観光を主軸とした地域づくりを推進するにあたっては、行政、事業者、地域団体、町民

が同じ方向を向いて、地域が一丸となり観光地域づくりに取組むことが必要です。 

そのため、嘉手納町の観光地域づくりの舵取り役となる組織を設立します。また、おもてなし体

制として、美化・緑化や安心・安全の向上、嘉手納町の魅力を伝えるための一元的な情報発信、「住

んでよし、訪れてよし」の地域づくりに向けた取組を実施することで、嘉手納町の魅力が高まって

いきます。 

 

 

基本方針２ 嘉手納の魅力を再発見！みんなでとりくむ地域ブランディング 

現在の嘉手納町では、通過型の観光が主流となっています。少しでも長く嘉手納町に滞在しても

らい、嘉手納町を通過地点ではなく、目的地としてもらうためには、嘉手納町の強みを活かした、

地域の知名度を高める取組と演出、情報発信が必要となります。そのためには、一人ひとりが嘉手

納町の魅力に気づき、地域の誇りとして発信していくことが重要です。 

エンターテインメント、商店街を核としたツーリズムの推進と、平和学習の推進により、「嘉手

納町といえば〇〇」というような確固たる強みを醸成します。 

 

 

基本方針３ みんなでとりくむ観光資源の磨き上げと新たな観光の魅力の創出 

観光地域づくりを推進するにあたっては、地域の「稼ぐ力」をつけることが重要です。そのため、

多様化する観光のニーズに対応した施設・環境・商品・プログラムの整備を図ります。 

観光・交流の拠点となるハード整備を進めるとともに、自然、地域の伝統、アメリカ文化やイベ

ント、甘藷発祥の地について体験できる「コト」の充実を図ります。 

また、特に対応したいターゲットとして、スポーツコンベンション、教育旅行、インバウンド旅

行客の受け入れ強化に向けた取組を推進します。 
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第 5章 嘉手納町観光振興の具体施策 

１．施策とプロジェクト 

 

 各基本方針に基づいて、推進していく施策とプロジェクト内容を整理します。 

 具体的な取組の実施時期については、取組内容と取組効果を考慮して設定するものとし、短期

は1～5年（2018(平成30)年度～2022年(平成34)年度、中期は6～7年(2023(平成35)年度～2024(平

成 36)年度での着手、長期は計画期間以降も継続して検討を行うものです。 

 取組期間は矢印で表しており、重点的に実施する期間は実践、継続して実施する期間または準

備期間は点線とします。 

 また、各プロジェクトにおいて実施主体を明確にし、各プロジェクトを推進していきます。な

お、短期の観光地域づくり推進団体の設立を目指すことから、実施主体は設立検討時に再度検討

し、役割の分散をしていきます。 
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基本方針１ みんなでとりくむ観光地域づくり 

 

≪施策 ①≫嘉手納町の観光地域づくりに向けた体制の強化 

 

嘉手納町の観光地域づくりを推進するためには、行政、観光事業者、さまざまな団体、そして

地域住民が同じ方向を向いて取組を行うことが必要です。観光地域づくりの舵取り役となる嘉

手納町の観光地域づくりを担う観光地域づくり推進団体の設立を目指し、取組を行います。嘉

手納町が一丸となった観光地域づくりを進めます。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）観光地域づくり推進団体の設立                                

 嘉手納町の観光地域づくりの舵取り役を担う組織を設立します。従来の観光事業者のみが参

画する観光協会ではなく、多様な参画者（行政、観光事業者、1 次産業従事者、各種団体、

地域住民など）を巻き込み、嘉手納町が一体となり、観光地域づくりを推進していきます。 

ⅱ）観光地域づくりに取組む町内団体・事業所との連携                   

 嘉手納町の観光地域づくりを推進するにあたっては、各種町内団体や事業所との連携が不可

欠です。イベントや滞在型観光のプログラムの創出、また来訪者への「おもてなし」の体制

を強化するにあたって、日ごろから意見交換を行うなど、合意形成の機会を創出し、連携を

強化していきます。 

ⅲ）周辺市町村との広域連携                                

 嘉手納町の来訪者を増やし、多様化する観光ニーズに対応するためには、嘉手納町に不足し

ている宿泊機能等を強化するため、周辺市町村との広域連携が必要です。 

 特に沖縄中部地域として一体的な情報発信や広域連携を図ることでプログラムの充実が図れ

る教育旅行、平和学習、インバウンド旅行客の受入に関して広域連携推進の働きかけと、連

携の方策について検討します。 

ⅳ）人材育成・確保                                   

 嘉手納町の観光地域づくりを推進していくためには、専門人材の育成・確保が重要です。特

に、戦略的な観光地経営を進めるにあたり、地域の様々な事業者や住民と連携を図り、マー

ケティングやプロモーションを担う人材を確保することが必要です。 

 育成にあたっては、他地域の視察や専門家を招聘した勉強会の開催などを行い、幅広い知見

を得られるよう環境を整備します。 

ⅴ）新たな市場開拓に向けた取組（ターゲット設定）                   

 嘉手納町の来訪者数を増やすためには、戦略的な取組を検討することが必要です。各種デー

タ収集及び来訪者のニーズ調査等を継続的に実施し、データを基に嘉手納町が呼び込むべき

客層を明確にし、効果的な PR活動に繋げます。 
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ⅵ）継続的なマーケティング調査の実施・分析 

 戦略的な観光地域づくりに関する取組を実施するために、継続的なマーケティング調査を行

います。特に、目標指標に定めた観光入込客数及び観光消費額単価や、イベントの来場者数、

観光拠点の来訪者数等については毎年継続的に測定していくと共に、必要に応じて事業者への

意向調査や来訪者満足度調査等を実施していきます。 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

観光地域づくり推進団体の設立    ◎ ○ ○ 

観光地域づくりに取組む町内団体・事業

所との連携 
   ◎ ◎  

周辺町村との広域連携     ◎ ○  

人材育成・確保    ◎   

市場開拓に向けた取組の実施（ターゲッ

ト設定） 
   ◎ ○  

継続的なマーケティング調査の実施・分

析 
   ◎ ○  

 

≪施策 ②≫おもてなし体制の充実 

 

「住んでよし、訪れてよし」の嘉手納町を目指す上で、「おもてなし」の体制を充実させること

が必要です。「おもてなし」体制の充実を図るためには、町民一人ひとりが嘉手納町を知り、「嘉

手納町に住んで良かった」と誇りに思いつづけられる仕組が必要です。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）町民啓発に向けた取組の推進                                

 嘉手納町の観光地域づくりを進めるためには、「観光地域づくりは決して来訪者のみに向けた

ものではなく、観光を主軸とした地域づくりである」という意識の共有の場を創出すること

が必要です。 

 町民の観光地域づくりに関する意見交換の機会を設け、嘉手納町が一体となり、観光地域づ

くりに向けた取組を推進していきます。 
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ⅱ）美化・緑化運動の推進                                

 現在、嘉手納町ではボランティアによる美化・緑化活動を継続的に実施しています。美しい

まち並みを保ち、回遊していて楽しい空間を演出するため、美化ボランティアの助成を継続

するとともに、町花であるハイビスカスの普及等、美化・緑化の活動を積極的に支援します。 

ⅲ）安心・安全の向上                                  

 地震・津波を含む大規模災害の発生時の安全を確保する取組を推進します。嘉手納町では防

災マップで多言語表記した観光客の避難経路の記載を行うなど、安心・安全の取組を継続し

て実施していることから、今後も引き続き強化していくものとします。 

ⅳ）観光ガイドの活用                                   

観光ガイドのより効果的・効率的な実施運営、基盤の強化を実施していきます。特にガイド

料の適切な設定の検討、予約方法の検討、旅行客のニーズに添ったルート開発、新たな資源

の発掘等を継続的に実施していくものとします。 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

町民啓発に向けた取組の推進 
 

 
 

◎  ○ 

美化・緑化運動の推進     ◎ ○ 

安心・安全の向上     ◎ ◎  

観光ガイドの活用    ◎   
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≪施策 ③≫情報発信手法の確立と情報の一元的発信 

 

嘉手納町の情報を、「お客様目線」に立ち、地域の事業者等と連携し、一元的に発信していきま

す。また、現在まで嘉手納町に観光に特化したホームページがなかったことから、観光地域づ

くり推進団体の設立を機に、情報発信を強化します。 

マーケティングデータの効果的な活用や、観光イベントの積極的な参加により、嘉手納町の知

名度の向上と新たな顧客の獲得に向け、戦略的かつ効果的な PRを目指します。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）来訪者ニーズに対応した観光の冊子・マップ等の作成                               

 地域に訪れた来訪者に嘉手納の魅力を伝えることができるように冊子やマップを作成しま

す。冊子は「観光客目線」かつ多様な機関と連携して作成し、嘉手納町の情報が一元的に入

手できるものとします。 

ⅱ）観光に特化したホームページの立上げ                          

 観光地域づくり推進団体を立ち上げ、嘉手納町の観光に特化したホームページを作成します。

ホームページは観光の冊子・マップと同様に情報を一元的に入手でき、アクセス数やユーザ

ー分析等のデータ解析ができるものとし、嘉手納町観光のデータとして継続的に把握してい

きます。 

ⅲ）SNSによる情報発信                                

 Facebook、Twitter、Instagram などの SNSを効果的に活用し、情報発信の頻度を高くすると

ともに、嘉手納町を応援し、また、関心を寄せる人たちとの相互コミュニケーションを図る

ことで、嘉手納町のファンを増やすことにつなげます。 

ⅳ）各事業者及び観光拠点と連携した情報発信の強化                                

 地域の事業者及び観光拠点と連携し、嘉手納町の多様な魅力を発信することに取組ます。多

様な観光ニーズに対応するために、観光の多様な担い手との連携による幅広い情報発信に努

めます。 

ⅴ）地域のキャラクターの活用                              

 2005(平成 17)年に開催された「野國總管甘藷伝来 400年祭」を機に誕生したキャラクターの

「野國いもっち」をイベント等を通じてさらにアピールするとともに、「野國いもっち」によ

る SNSを活用した嘉手納町の観光の発信を行い、親しみやすさを醸成します。 

ⅵ）観光商談・展示イベントへの積極的参加                        

 地域の事業者と連携し、県内外の観光商談・展示イベントに積極的に参加し、嘉手納町の知

名度の向上を目指します。また、教育旅行等、新たな客層を取込みます。 
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プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

来訪者ニーズに対応した観光の冊子・マ

ップ等の作成 
   ◎ ○  

観光に特化したホームページの立ち上

げ 
   ◎ ○  

SNSによる情報発信     ◎   

各事業者及び観光拠点と連携した情報

発信の強化 
   ◎ ◎  

地域のキャラクターの活用    ◎   

観光商談展示イベントへの積極的参加    ◎ ○  
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基本方針２ 嘉手納の魅力を再発見！みんなでとりくむ地域ブランディング 

 

≪施策 ④≫エンターテインメントを核としたツーリズムの推進 

 

嘉手納町は「音楽」「プロレス」など、様々なエンターテインメントがあります。これらを嘉手

納町の地域資源として発信・磨き上げをし、嘉手納町のブランドとして確立していきます。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）「音楽のまち かでな」としての知名度向上                                

 「うたの日コンサート」を誘致することで、観光客が嘉手納町に訪れる機会をつくります。 

 嘉手納町では音楽によるまちづくり推進に関する補助金を交付しており、「かでな GO!GO!フ

ェスティバル」、民謡大会をはじめとする、町内の音楽イベントを積極的に支援します。 

 また、ライブハウスや店舗での音楽活動も観光資源として発信するとともに、町内外のミュ

ージシャンとの関係づくりを推進していきます。 

ⅱ）エンターテインメント活動の活性化                          

 嘉手納町内に拠点を置くプロレス団体やダンスチームと連携を図り、エンターテインメント

の活動を積極的に展開していきます。 

ⅲ）既存施設（MMCスタジオ等）の魅力発信と活用誘致に向けた取組                     

 嘉手納町には本格的な音楽機材が揃う MMC スタジオ等、充実した施設があります。既存施設

の魅力を効果的に発信し、プロ・アマ問わず創作を活動誘致する「ミュージックツーリズム」

など、新たな観光の方向性を検討します。 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

「音楽のまち かでな」としての知名度

向上 
   ◎ ○ ○ 

エンターテイメント活動の活性化    ◎ ○ ○ 

既存施設（MMC スタジオ等）の魅力発信

と活用誘致に向けた取組 
   ◎   
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≪施策 ⑤≫商店街を核としたツーリズムの推進 

 

新町通り商店街は嘉手納町の要となり得る場所です。商店街の魅力を高めることで、嘉手納町

内の滞在時間の延長と地域内の経済効果が期待されます。 

嘉手納町内には「ハンバーガー」を取り扱う店舗が多いのも特徴的で、「かでなバーガー」とし

て一体的な取組を図り、知名度の向上に繋げます。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）商店街の回遊性を高める取組の実施                                

 商店街の店舗の魅力向上に対する取組や、回遊性を高めるマップの作成及びサイン整備を行

います。また、各種イベント等とも連携し、商店街イベントの開催や、クーポンなどを発行

し、集客力と来訪者の満足度を高める取組を実施します。 

ⅱ）「食」を核としたブランド構築と知名度の向上                          

 嘉手納町では「優良特産品推奨品」を認定する制度があり、認定されている商品の多くが食

品であることから、食を中心とした嘉手納町の特産品の魅力を発信するイベントや PRを実施

します。 

特に、嘉手納町内には全国で 3 位になったバーガーショップがあり、食を目当てに多くの来

訪者が訪れています。地域内のバーガーショップと連携し、「かでなバーガー」として一元的

に発信するとともに、「バーガーといえば嘉手納」となるブランド構築に向けた支援を行いま

す。 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

商店街の回遊性を高める取組の実施  
 

 ◎ ○  

「食」を核としたブランド構築と知名度

の向上 
   ○ ◎  
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≪施策 ⑥≫平和学習の推進 

 

町域の約 82％を基地が占める嘉手納町の米軍基地の歴史や、戦前の嘉手納町の様子、戦後の復

興などを学ぶ機会を創出します。 

平和学習は、その背景や騒音問題により、積極的に観光資源として活用することが困難な面も

ありました。諸問題を解決する取組を継続しながらも、正しい嘉手納町の歴史を伝え、また次

世代に受け継いでいく取組が必要であることから、観光資源としての活用を図っていきます。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）平和学習への取組支援                                

 嘉手納町の特色を生かし、現在・過去・未来の 3 つの観点から平和学習に向けた取組を行う

活動や各種整備を支援します。周辺自治体との連携を強めて実施するだけでなく、町民及び

町出身者が参画する平和学習への取組の促進を図り、嘉手納町に関わる人を増やします。 

ⅱ）平和学習プログラムの創出                             

 嘉手納町の戦前・戦後、そして現在の歴史について正しい情報を伝えるためのプログラムを

検討します。平和学習について解説・案内することのできるガイドや語り部の育成に努め、

スルーガイドによる「誤った情報」が来訪者に伝わることの無いよう配慮します。 

ⅲ）学習施設の充実                                  

 嘉手納町の平和学習の拠点として、道の駅かでなにある学習施設の充実を図ります。県内外

のみならず海外からの来訪者や戦争を知らない若い世代にも、基地の姿や基地のある暮らしに

ついて学ぶ場を提供し、平和について考えるきっかけを創出します。 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

平和学習への取組支援    ◎ ○ ○ 

平和学習プログラムの創出    ◎  ○ 

学習施設の充実    ◎   
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≪施策 ⑦≫「まちの名産品」づくりの推進とふるさと納税返礼品制度の研究 

 

嘉手納町内に事業者が扱う商品・サービスの中から地域ブランドとなりうる「まちの名産品」

にスポットをあて、その強化・開発・情報発信を行うとともに「ふるさと納税返礼品制度」の

活用を研究し、まちの名産品づくりを推進します。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）「まちの名産品」の強化・開発                                

 カヤックや観光ガイド、また土産物など、嘉手納町の事業者が扱う商品・サービスの内容を

強化し、「まちの名産品」としてのブランド力を高める取組を推進します。 

 また、知名度を高めるための名産品や来訪者のニーズに添ったまちの名産品の開発を支援し

ます。 

ⅱ）「まちの名産品」に関する情報発信                             

 「まちの名産品」を活用した情報発信を行い、地域のブランド力を高める取組を支援します。 

 取組にあたっては、地域の事業者や関連部局との連携のもと推進するものとします。 

ⅲ）「ふるさと納税返礼品制度」の活用の研究                                  

 「ふるさと納税の返礼品制度」の今後の活用と観光事業との連携の可能性について、研究、

検討を進めていきます。 

ふるさと納税が、嘉手納町を訪れるきっかけになり、また、嘉手納町に訪れ、「嘉手納町のフ

ァン」となった人が積極的に利用できるような仕組づくりを研究します。 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

「まちの名産品」の強化・開発    ◎ ◎  

「まちの名産品」に関する情報発信    ◎ ◎  

「ふるさと納税返礼品制度」の活用の研

究 
   ◎ ○  
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基本方針３ みんなでとりくむ観光資源の磨き上げと新たな観光の魅力の創出 

 

≪施策 ⑧≫受入環境の整備・充実（ハード整備） 

 

来訪者を十分にもてなす体制を整えるため、観光拠点の充実や回遊性を高める基盤整備を行い

ます。嘉手納町内には宿泊事業者が少ないことから、地域住民に協力を仰ぎ、民泊の受入の可

能性及び実施についても検証していきます。 

また、歴史文化遺産の保存・活用と発信に向けた取組を支援していきます。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）観光・交流拠点の充実（道の駅かでな、屋良城跡公園、水釜護岸、比謝川緑地広場など）                                

 道の駅かでなのリニューアルとして、来訪者ニーズに対応する飲食、物販機能や情報発信、

展望機能の強化を行います。屋良城跡公園については屋良城跡の歴史文化や自然環境を体験

ができる施設・設備の整備を行います。また、水釜護岸の整備により、眺望・散策の新たな

スポットとしての活用を促進します。比謝川緑地広場については、比謝川の自然を活かした

拠点整備を行い、カヤックやエコツアーでの活用を促進します。 

ⅱ）民泊のあり方検証                                    

 宿泊施設の少ない本町においても、宿泊により地域の生活・文化を体感し、来訪者の観光消

費を高め、滞在時間を延伸することができる取組、また空き家対策として、民泊の推進とそ

の効果検証を行います。教育民泊として修学旅行等での受入の効果検証や、今後の法整備に

合わせ、一般旅行客の嘉手納体験、外国人ニーズへの対応等の可能性検証を実施します。 

ⅲ）町内回遊のための基盤整備                             

 海岸エリア、比謝川、中心市街地、道の駅等に分布する観光施設・拠点を回遊できるよう、

公共交通をはじめとしたレンタサイクル、レンタカー・自家用車移動でのアクセス向上のた

めの道路案内や駐車場の充実に取り組みます。 

ⅳ）観光インフラの整備推進                                

 観光情報の効果的な発信のため、公衆無線 LAN 等の整備により、特にインバウンドに対応す

る拠点での案内の充実に取り組みます。 

ⅴ）歴史文化資源（文化財、史跡、景観）の保全                                    

 屋良グスクの遺構や地域に点在する拝所やカー、先人の墓や碑などの歴史的資源、地域の生

活に根付いた資源の保全に努めます。 
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プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

観光・交流拠点の充実（道の駅かでな、

屋良城跡公園、水釜護岸、比謝川緑地広

場など） 

   ◎   

民泊のあり方検証  
  ◎ ○ ◎ 

町内回遊のための基盤整備    ◎   

観光インフラ推進    ◎   

歴史文化資源（文化財、史跡、景観）の

保全・活用 
   ◎   

 

≪施策 ⑨≫魅力ある商品（モノ・コト）の充実（ソフト整備） 

 

近年の観光形態は、体験型・交流型の要素を取り入れたものが主流となってきており、モノ消

費からコト消費へと変化しています。 

嘉手納町の自然資源や嘉手納町の魅力あるヒト、芸能、アメリカ文化等を活用したプログラム

を開発・提供していきます。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）自然資源を活用した遊び・学びのプログラム開発・提供                                

 比謝川や水釜海岸の豊かな自然を活かした、カヤックやサップ、ダイビングのプログラムの

充実や、比謝川緑地広場等を活用した自然を学ぶエコツーリズムのプログラム開発・提供に

取り組みます。 

ⅱ）地域の伝統（芸能・技能・先人の歴史）を活かしたプログラムの開発・提供                                    

 千原エイサーや屋良のチンク、屋良のあやぐ、野里棒、野里の道イリク、野国天川などの伝

統芸能の観光活用として、地域行事への来訪者の参加促進、芸能の体験プログラムなどの開

発・提供に取り組みます。また、アダンの筆や漆器などの伝統技能を知るプログラム、さら

に、甘藷発祥の地として野國總管や、琉球の英雄として三代目屋良大川按司、阿麻和利、琉

球音楽のルーツとなる幸地亀千代・奥間盛正、沖縄空手の大家喜屋武朝徳など、嘉手納の先

人の足跡を学ぶツアー商品の造成にも取り組みます。 
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ⅲ）アメリカ文化をイメージさせる演出や商品・プログラムの開発・提供                             

 他地域との差別化を図る資源として、アメリカ文化と関連した商品やサービスの開発に取り

組みます。来訪者が体感できるアメリカ文化として、フリーマーケット等のイベント開催や

飲食店での食メニュー提供など、来訪者が体験・消費できる商品・プログラムの開発・提供

を進めます。 

ⅳ）イベントの観光活用・充実及び支援                                

 嘉手納町では「野國總管まつり」や「エイサーまつり」、「泡盛まつり」「産業まつり」等さま

ざまなイベントが開催されています。これらのイベントにおいて、多くの来訪者が訪れ、楽

しめるよう、魅力の向上と受入体制の強化を図ると共に、開催の支援を行います。 

ⅴ）甘藷発祥の地の PR                                

嘉手納町では野國総管の偉業と、本町が我が国における甘藷発祥の地であるということを「野

國總管まつり」を通して PR してきました。今後もイベントの運営体制や商品開発に向けた取

組を強化し、全国的に「甘藷発祥の地・嘉手納」を幅広く周知していきます。 

ⅵ）優良特産品の魅力発信                                 

 嘉手納町には町内事業者の品質の優れた製品を「優良特産品」として認定・推奨する制度が

あります。来訪者のお土産品としての特産品の活用や、イベント等での PRを実施し、特産品

の知名度と魅力を高める取組を行います。 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

自然資源を活用した遊び・学びのプログ

ラム開発・提供 
   ○ ◎  

地域の伝統（芸能・技能・先人の歴史）

を活かしたプログラムの開発・提供 
 

 
 ◎  ○ 

アメリカ文化をイメージさせる演出や

商品・プログラムの開発・提供 
   ○ ◎  

イベントの観光活用・充実及び支援    ◎ ○  

甘藷発祥の地の発信    ◎   

優良特産品の魅力発信    ○ ◎  
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≪施策 ⑩≫スポーツコンベンションの推進 

 

日本で唯一亜熱帯に属する沖縄では、温暖な気候のもと一年中さまざまなスポーツを行うこと

ができます。県内各地にはプロスポーツの人気チームが訪れたり、国際的なスポーツ大会が開

かれたりと、スポーツコンベンションにおいて最適な環境が整っています。 

嘉手納町においても嘉手納運動公園（野球場、陸上競技場、スポーツドーム、多目的広場）や

兼久海浜公園（総合運動場、ソフトボール場、テニス場、兼久体育館）などの施設が整備され、

DeNAベイスターズファーム、韓国プロ野球のロッテジャイアンツの春季キャンプ、また大学生

や社会人（野球、陸上、ソフトボール等）の受入を行っています。 

今後、これらの資源や取組を活かし、スポーツ施設の充実と受入体制の強化、スポーツ合宿と

連携した観光プログラムの造成等に取組ます。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）スポーツキャンプ、イベント開催の誘致・推進                                

 スポーツキャンプやスポーツイベントの誘致活動を積極的に行い、スポーツを嘉手納の新た

な観光資源として発信します。 

ⅱ）スポーツコンベンションメニューの開発・提供                                    

 スポーツ資源を観光産業に繋げるため、スポーツ合宿や自然環境を活かしたメニューの開

発・提供を行います。また、プロのスポーツキャンプを目当てに訪れるファンに対し、スポ

ーツ合宿と連動した滞在コンテンツを造成します。 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

スポーツキャンプ、イベント開催の誘

致・推進 

   
◎ ○  

スポーツコンベンションメニューの開

発・提供 
   ◎ ○  
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≪施策 ⑪≫教育旅行受入体制の強化 

 

嘉手納町の入込客数 100 万人の達成及び観光による経済効果を高めるためには、安定した旅行

客の確保が必要となることから、教育旅行の誘客に向けた取組を強化していきます。近年教育

旅行のニーズは自然学習や歴史・文化の探訪、平和に関する学習等多様化していることから、

町民及び事業者、周辺自治体等と連携したプログラムの創出や受入の整備を行います。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）自然学習・歴史学習・平和学習の充実                                

 修学旅行生の受入に向け、団体での対応可能な比謝川や水釜海岸等の自然資源、屋良グスク

や先人、伝統芸能等の歴史資源を活かした体験プログラム、沖縄戦とその後の復興、嘉手納

基地問題を学ぶプログラムの開発に取り組みます。プログラムのガイド・語り部の育成を進

めることにも取り組みます。 

ⅱ）安全管理の推進                                    

 受入にあたっての安全管理の徹底を図ります。観光施設や体験プログラムでの安全対策、事

故時の医療機関等との連携強化や、台風や地震・津波等防災面での安全対策にも取り組みま

す。 

ⅲ）周辺市町村と連携した受入の整備                          

 修学旅行の団体受入に向けては、周辺市町村との連携を図り、効果的に受入ができる体制を

整備します。 

 

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

自然学習・歴史学習・平和学習の充実    ◎ ○ ○ 

安全管理の推進    ◎ ○  

周辺市町村と連携した受入の整備    ◎ ○  
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≪施策 ⑫≫インバウンド旅行客の受入体制の強化 

 

国では、訪日外国人旅行者数を 2020(平成 32)年に 4千万人、訪日外国人旅行消費額を 8兆円と

することを目標に掲げ、取組を進めています。 

沖縄県においてもクルーズ船の寄港回数の増加により外国人旅行客が急激に増えており、嘉手

納町もツアーに組み込まれていることから、訪日外国人旅行客に対応した受入環境の整備を進

めます。 

 

≪プロジェクト≫ 

ⅰ）インバウンド旅行客に対応するサービス・設備（決済機器等）の導入                                

  クレジットカードや免税等の設備を整え、訪日外国人が快適に嘉手納町内で過ごせる環境

づくりを行います。また、外国語に対応できるガイドの育成を行い、嘉手納町を訪れた訪

日外国人と交流の機会の創出を図ります。 

ⅱ）多言語に対応した情報発信の確立                                    

  多言語に対応したパンフレットやホームページの整備を行います。また、地域で開催され

るイベントに関しては米軍用のラジオ等を活用して発信し、沖縄県内在住の外国人が嘉手

納町に訪れるよう誘導します。 

ⅲ）滞在時間延伸に向けたコンテンツの発信強化                     

  現在の訪日外国人の嘉手納町内での滞在は、団体旅行客が道の駅かでなを休憩所として使

用するのみに留まっていました。商店街の回遊や比謝川での体験プログラムへの参加を促

す取組を行い、嘉手納町内の滞在時間の延伸と消費額の向上を目指します。 

  また、魅力的なコンテンツをつくることで、個人の旅行客の誘客を促進します。  

 

プロジェクト内容 
実施時期・期間 実施主体 

短期 中期 長期 行政 民間 町民 

インバウンド旅行客に対応するサービ

ス・設備（決済機器等）の導入 
   ◎ ○  

多言語に対応した情報発信の確立    ◎ ○  

滞在時間延伸に向けたコンテンツの発

信強化 
   ◎   
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２．重点プロジェクト 

 

 前述の施策やプロジェクトの実行にあたっては、観光地域づくりを担う組織を立ち上げ、地域

のブランド力を高め、知名度と魅力を発信、地域の稼ぐ力を創出、地域の受け入れ体制の強化を

図るという考えに基づき、以下の 3 つのプロジェクトを重点プロジェクトとして位置付け、早期

の着手を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）観光地域づくりに向けた組織の立上げ 

 

①嘉手納町の観光地域づくりに向けた取組の現況 

 

・「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」策定時に、町内の事業者らが参画する「観光振興懇談会」

が立ち上がり、美化活動等に取組んできました。しかし、現在嘉手納町では観光を専門とする

機関や部署がないことから、町民に向けたサービスと来訪者に向けた事業が混同している状況

です。 

・目標値の「来訪者 100万人」及び「観光消費額単価 2,500円」を達成するためには、行政、事

業者、町内団体、町民が同じ方向を向いて取組を進めることが重要です。 

・そのためには、観光地域づくりを担う「舵取り役」となる、組織の設立が必要となります。 

  

観光・交流拠点の充実 

（道の駅かでな、屋良城跡公園、水釜護岸、比謝川緑地広場など） 

「音楽のまち かでな」としての知名度向上 

観光地域づくりに向けた組織の立上げ 



 

第 5章 嘉手納町の観光振興の具体施策 

59 

 

 

②重点プロジェクトとしての実施内容 

・組織の設立に向けて、嘉手納町の観光地域づくりの目的を町民、事業者と共有し、組織立ち上

げに向けて体制、事業内容等の検討を進めることが必要です。 

 

【設立に向けた取組案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【事業者・関連団体・町民】 

・観光地域づくりの目的の共有 

 

・組織の担うべき役割の整理 

・組織の事業戦略の検討 

 

・法人形態、規約、組織体制の検討 

・人材の確保育成 

（ツールの製作） 

・情報発信のための

ホームページ・ロ

ゴマーク等製作 

・事業計画確定 

・組織法人登記 

観光地域づくりを担う組織の設立 

・専門家等の招聘 
 
・各種調査の実施 
 
・参画者の検討・呼
びかけ 

・関係者の意見集約 
 
・事業の選別 
 
・人材の確保 
 
・財源確保 

【行  政】 【設立準備委員会(仮称)】 

・意見交換会・勉強
会の開催（合意形
成） 

 
・現状把握 

・設立準備委員会(仮
称)への参加 

 
・事業連携可能性の
検討 

・組織・事業への参
画 

 
・事業の連携 

（商品造成） 

・滞在プログラ

ムの造成等 

・必要な手続き等の
整理・実施 
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（２）「音楽のまち かでな」としての知名度向上 

 

①「音楽のまち かでな」 

・嘉手納町は、沖縄本島のほぼ中間という立地条件に恵まれているため、かつては県営鉄道の終

点になっており、中頭郡における経済、文化、教育の中心としての役割を果たしていました。 

・そのような背景から、嘉手納町には、幸地亀千代・奥間盛正といった琉球音楽のルーツとなる

先人や、沖縄民謡界のスター、ネーネーズメンバーなど、現在に至るまで沖縄音楽を先導する

人材を輩出しています。 

・町内では、ライブハウスや店舗での音楽活動も活発に行われおり、イベントも多く開催されて

います。 

 

②重点プロジェクトとしての実施内容 

・うたの日コンサートやかでな GO!GO!フェスティバル、民謡大会をはじめとする、町内の音楽イ

ベントの誘致や実施に向けた支援を継続的に実施します。 

・イベントの開催を可能とする施設・設備の維持管理に努めます。 

・ライブハウスや店舗での音楽活動も観光資源として発信・活用していきます。 

・町民による音楽活動の振興に向けた機会の創出に取組みます。 

・「音楽のまち」としての情報発信、ミュージシャンとの関係づくり、イベント企画運営・誘致等

を可能とする体制の強化も積極的に推進します。 
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（３）観光・交流拠点の充実 

（道の駅かでな、屋良城跡公園、水釜護岸、比謝川緑地広場など） 

 

①観光・交流拠点の現状 

・道の駅かでなは、嘉手納基地の見学や飲食・買い物での利用など、嘉手納町の観光・交流拠点

となっています。現在、リニューアルに向けた検討・設計を進めています。 

・また、近年は比謝川でのカヤックやサップ、水釜海岸からのダイビングを楽しむ方も増えてい

る状況です。比謝川には自然を活かした拠点整備として比謝川緑地広場の整備、水釜海岸でも

護岸の整備の検討が進んでいます。 

 

②重点プロジェクトとしての実施内容 

・道の駅かでなのリニューアルを実施し、来訪者ニーズに対応する飲食、物販機能や情報発信、

展望機能の強化を行います。 

・屋良城跡公園については屋良城跡の歴史文化や自然環境を体験ができる施設・設備の整備を行

います。 

・水釜護岸の整備により、眺望・散策の新たなスポットとしての活用を促進します。 

・比謝川緑地広場については、比謝川の自然を活かした拠点整備を行い、カヤックやエコツアー

での活用を促進します。 

・これら観光・交流拠点の活用促進のために、運営体制の強化に取組み、そこでのサービス・商

品の充実に努めます。 

 

③整備予定の主な施設 

１．道の駅かでなリニューアル事業 

  平成３３年度 供用開始予定 

 

２．比謝川緑地広場整備事業 

  平成３３年度 供用開始予定 

 

３．水釜護岸景観整備事業 

  平成３４年度 供用開始予定 
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第 6章 嘉手納町観光振興の実現に向けて 

１．観光振興の目標指標 

嘉手納町の観光地域づくりに向けた取組の効果を把握・評価するために、具体的な目標を設定

し、観光振興の取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）全体指標 

  

嘉手納町の観光地域づくりを推進するにあたり、来訪レベルを把握するために、嘉手納町内へ

の観光入込客数等を継続的に測定します。 

各プロジェクトの取組により地域への経済効果を高めることで、町内に活気が生まれ、地域経

済が潤う仕組みづくりを目指します。 

 

１）目標指標 

 

 本計画においては、2024(平成 36)年度に嘉手納町の観光入込客数を 100万人に設定するととも

に、同年の観光消費額単価を 2,500円に定めます。 

 

指 標 現 状 目 標 

観光入込客数 約 52万人※ 100万人(2024(平成 36)年度) 

嘉手納町での観光消費額単価 ― 2,500円(2024(平成 36)年度) 

※現状の入込客数は「道の駅かでな」の施設利用者数 

  

〇全体指標 

・観光入込客数 100 万人（2024 (平成 36) 年度） 

・観光客単価  2,500 円（2024 (平成 36) 年度） 

 

〇分野指標（重点プロジェクトでの指標） 

・観光地域づくり推進団体設立：観光協会に参画する事業者・団体数 20（設立時） 

・「音楽のまち かでな」の知名度向上：関連イベント来訪者数 9 万人（2024(平成 36)年度） 

・観光・交流拠点の充実： 

道の駅かでな、比謝川緑地広場施設などの来訪者数 84 万人（2024(平成 36)年度）  
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２）算出根拠 

  

 嘉手納町の観光入込客数の算出にあたっては、「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」策定時に定

めた 2021(平成 33)年度に 100万人を達成するという目標値を踏襲しています。 

 観光消費額の算出については、道の駅かでなリニューアル計画策定時に設定した目標値に、体

験プログラム参加料等を加えたものとしています。なお、体験プログラム参加料等の算出にあた

っては、「沖縄県観光実態統計調査」の娯楽・入場料の金額を参考としています。 

 

〇観光入込客数 

・「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」の内容を踏襲 

・関連イベント来訪者数 9 万人＋道の駅かでな、比謝川緑地広場施設などの来訪者数 84 万人 

 ＋その他イベント・施設来訪者数 7 万人＝100 万人 

 

〇嘉手納町での観光消費額単価の算出根拠 

 

 

 

 

 

 

 

※客単価（496円）＝売上÷道の駅かでなの来訪者数 

※レジ通過客の単価は 974円（2016（平成 28）年度） 

 

３）測定方法 

 

 全体指標の測定方法は次の通りです。観光入込客数及び観光消費単価は毎年継続して測定する

ものとします。 

 

指 標 測定方法 

観光入込客数 

道の駅かでな、他各施設、関連イベントで測定した来訪（参

加）者数、商店街来訪者数、体験プログラム参加者数の総数

にて算出。 

嘉手納町での観光消費額単価 来訪者に対するアンケート調査を実施し、消費額を測定。 

 

 

 

道の駅かでなの客単価 

496 円 

・道の駅かでな売上単価     ・・・800 円 

・体験プログラム参加料等  ・・・ 1,633 円 
          計 2,433 円 

≪現状≫ ≪目標値≫ 

目標値 2,500円 
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（２）分野別指標 

 

計画の進捗管理を目的に、重点プロジェクトに紐づく指標を設定します。 

 

①観光地域づくり推進団体の設立 

・今回の計画策定後の立ち上げを予定している観光地域づくりを推進する団体は、宿泊・体験・

飲食事業者等、地域の各分野の事業者の幅広い参画を想定しています。 

・そこで、設立の際の指標として、観光地域づくり推進団体に参画する事業者・団体数を設定し

ます。 

・なお、本町の観光地域づくりを担う団体は多様な事業者及び団体、町民の参画が必要であるこ

とから、設立後も参画者数の増加に向けた取組を継続して行うものとします。 

 

 １）目標指標及び測定方法 

 

 嘉手納町の観光地域づくりを担う団体設立時の参画者数の目標を 20団体と設定します。測定に

あたっては、観光推進団体設立時の参画者数とします。 

 

指 標 現 状 目 標 年 度 指標の測定方法 

観光推進団体の

参画者数 
― 20 設立時 

会員数および事業への

参画者数。 

 

 ２）算出根拠 

 

 目標値の 20 団体の算出根拠としては、「第 1 次嘉手納町観光振興基本計画」策定時に立ち上が

った「観光振興懇親会」の参加者数の 15団体に加え、本計画の策定時にヒアリングに協力頂いた

町内の事業者及び各種団体の中から 5団体の参画を想定しています。 

 観光地域づくりを推進する団体の参画者は多岐にわたることから、設立後も継続して参画者を

募るものとします。 

 

〇運営組織の立上げ：観光地域づくり推進団体の設立時の参画者数算出根拠 

 

 

 

 

 

 

 

観光振興懇談会参加者数 

（団体・個人事業者） 

15団体 

観光振興懇談会…「第 1次嘉手納町観光振興基本計画」策定時に立ち上がった組織 

「第 2 次嘉手納町観光振興

基本計画」策定時のヒアリ

ング協力事業者及び団体 

5団体 

観光地域づくり 

推進団体設立時 

20団体 
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②音楽のまちかでなの知名度向上 

・うたの日コンサートをはじめ、町内のイベントでのライブなど音楽活動が充実する中で、嘉手

納町の観光振興に向けて、「音楽のまち」の取組を観光推進の事業に位置付け、知名度の向上を

図ります。 

・事業の指標としては、「音楽のまち」関連のイベント（うたの日コンサート、野國總管まつり等）

での来訪者数を設定します。 

 

１）目標指標及び測定方法 

 

2024（平成 36）年度までに、関連イベントの来訪者数を 6万人から 9万人とすることを目標

とします。測定にあたっては、「うたの日コンサート」をはじめとする関連イベントの参加者数

の総数とします。 

 

指 標 現 状 目 標 年 度 指標の測定方法 

関連イベント 

来訪者数 
6.25万人 9万人 

2024年度 

（平成 36年度） 

うたの日コンサート、野

國總管まつり、泡盛まつ

り、ビアフェスタ、産業

まつり、音楽祭等での来

訪者数を測定 

 

２）算出根拠 

 

 「音楽のまち」関連イベントの来訪者数に、2017（平成 29）年度から 2024（平成 36）年度ま

での増加係数 1.48（P67参照）を掛けたものを 2024（平成 36）年度の目標値として定めます。 

 

≪2017(平成 29)年度実績≫ 

うたの日コンサート 7,000 

ビアフェスタ 1,400 

泡盛まつり 1,200 

野國總管まつり 45,000 

産業まつり 7,000 

かでなGOGOフェスティバル（想定） 900 

合   計 62,500 
 

 

 

6.25万人×増加係数（1.48） 

＝9.25 

 

2024（平成 36）年度目標 

9万人 
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③観光・交流拠点の充実 

・受入環境整備として、道の駅かでなのリニューアルや、比謝川緑地広場施設、屋良城跡公園、

水釜護岸などの拠点整備を計画しています。 

・事業の指標としては、これら整備施設のうち数値測定が可能な、道の駅かでな、比謝川緑地広

場施設の来訪者数を設定します。 

 

１）目標指標及び測定方法 

 

  2024（平成 36）年度までに、現状の 52万人から 84万人とすることを目標とします。測定に

あたっては、道の駅かでな、比謝川緑地広場の来訪者数の総数とします。 

 

指 標 現 状 目 標 年 度 指標の測定方法 

施設来訪者数 52万人 84万人 
2024年度 

（平成 36年度） 

道の駅かでな、比謝川緑

地広場の来訪者数の測

定を実施。 

 

２）算出根拠 

  

 目標値の算出にあたっては、道の駅かでなの来訪者数 52万人に 2016（平成 28）年度から 2024

（平成 36）年度の増加係数 1.59（P67参照）を掛けたものと、比謝川緑地広場の来訪者 7,000人

に 2021（平成 33）年度(供用開始予定年度)から 2024（平成 36）年度の増加係数 1.16（P67参照）

を掛けたものを足し合わせ、算出しました。 

 

 

 

 

≪2016(平成 28)年度実績≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅かでな来訪者数 

52万人 

【道の駅かでな】 

52万人×増加係数（1.59）＝82.7万人 

【比謝川緑地広場】 

7千人×増加係数（1.16）＝8.1千人 

 

82.7万人＋0.8万人＝83.5万人 

 

2024（平成 36）年度目標 

84万人 
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増加係数の算出について（P65、P66関連） 

 

  第 5次沖縄県観光振興基本計画改訂版（平成 29年 3月）において、2016（平成 28）年度

の沖縄県入域観光客数 876 万 9千人を、2021（平成 33）年度に 1,200万人にすることを目

標として定めています。この数字から年平均増加数を算出し、起点となる年度から目標とな

る年度までの増加率を増加係数として求め、「第 2次嘉手納町観光振興基本計画」において

イベントや施設の来訪者数を推計する数値として利用しています。 

 

 

 

 

 P65 「音楽のまち」関連イベント来訪者数の増加係数 

  起点年度 2017（平成 29）年度  目標年度 2024（平成 36）年度 

  2024（平成 36）年度入域観光客数 ÷ 2017（平成 29）年度入域観光客数 ＝ 増加係数 

         13,939人     ÷        9,415人     ＝ 1.48 

 

P66 道の駅かでな来訪者数の増加係数 

  起点年度 2016（平成 28）年度  目標年度 2024（平成 36）年度 

  2024（平成 36）年度入域観光客数 ÷ 2017（平成 29）年度入域観光客数 ＝ 増加係数 

         13,939 人     ÷        8,769人     ＝ 1.59 

 

P66 比謝川緑地広場来訪者数の増加係数 

  起点年度 2021（平成 33）年度  目標年度 2024（平成 36）年度 

  2024（平成 36）年度入域観光客数 ÷ 2017（平成 29）年度入域観光客数 ＝ 増加係数 

         13,939 人     ÷        12,000人     ＝ 1.16 
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２．推進体制の構築 

 

 嘉手納町の観光地域づくりを推進していくにあたっては、行政、観光関連団体、観光関連事業

者、各種事業者、各種団体、町民が嘉手納町の観光地域づくりの理念である「嘉手納の魅力を再

発見！みんなでとりくむ交流のまちづくり」を共通認識し、相互に連携・協力する協働の取組が

重要です。行政、観光関連団体、観光関連事業者、各種事業者、各種団体、町民が一体となった

体制の構築を目指します。 

 嘉手納町では、短期計画で観光地域づくりに向けた運営組織の立上げを定めています。「みんな

で集まり、みんなで意見を出し合い、みんなでとりくむ交流のまちづくり」を目指し、嘉手納町

の文化・エンターテインメント、食、人、自然など魅力ある資源やコンパクトなまち嘉手納なら

ではの利便性を活かした観光交流や暮らしやすい地域づくりの創出を実現するための推進体制の

構築に取り組みます。 

 

 【役割のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町内観光関係者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➕ 

自治会・町民 

観光地域づくり推進団体 

周辺観光協会、OCVB 

・みんなでつくる嘉手納観光 
・嘉手納が育んだ文化・芸能・先人
への誇りとまちへの愛着を醸成 

「観光地域づくり」の実現 

 
・課題をクリアし、観光交流を生み
出すとともに、町民にとって豊かな
暮らしを実現する 

 

 

⇒顧客や地域の現状

と課題、ニーズの把握 

 

 

 

  ⇒戦略や施策の評 

価・検証、PDCA 

 

 

 

⇒ワンストップ窓口 

 

事業連携・調査の共有・効率化 

観光KPI 指標数値 
測定調査 

 情報発信・誘客 
・問合せの一元化 

観光ニーズ調査 ○行政 

○道の駅かでな指

定管理者、ﾃﾅﾝﾄ 

○簡易宿所経営者 

○飲食店 

○交通事業者 

〇商工会会員  

〇漁協   

〇まちづくり団体 等 

地元の観光関係者、
町民との連携 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能 
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２．進捗管理 

 

 本計画の将来像を実現するためには、計画に基づく事業推進についての進捗管理を行う必要が

あります。そのため、PDCAサイクル（Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善））

のもとで、計画を実行し、それを進捗評価・改善、そして計画の見直しを行います。 

 本町においては、今後観光地域づくり推進団体の立上げや道の駅かでなのリニューアル等、施

設の整備が実施され、観光地域づくりを取り巻く環境が大きく変化することが予想されることか

ら、計画期間中であっても、必要に応じて計画の見直しを行っていきます。 

 

Plan 

Do 

Check 

Action 

・現状把握 
・意識の共有 
・目標の設定 
・方法・手段の選択 

・各プロジェクトの遂
行（体制づくり、情
報発信、環境整備な
ど） 

・改善提案 

・目標・結果の比較 
・効果測定 
・ふりかえり 
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